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   第 ２ 回   熊本県議会  決算特別委員会会議記録 

 

令和４年10月７日(金曜日) 

午前10時０分開議 

            午前11時31分休憩 

午後０時58分開議 

            午後２時54分閉会 

――――――――――――――― 

本日の会議に付した事件 

 議案第39号 令和３年度熊本県一般会計歳

入歳出決算の認定について 

 議案第41号 令和３年度熊本県母子父子寡

婦福祉資金特別会計歳入歳出決算の認

定について 

議案第50号 令和３年度熊本県市町村振興

資金貸付事業特別会計歳入歳出決算の認

定について 

 議案第53号 令和３年度熊本県公債管理特

別会計歳入歳出決算の認定について 

議案第54号 令和３年度熊本県国民健康保

険事業特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて 

――――――――――――――― 

出 席 委 員(10人) 

        委 員 長 山 口   裕 

        副委員長 緒 方 勇 二 

        委  員 前 川   收 

        委  員 藤 川 隆 夫 

        委  員 岩 田 智 子 

        委  員 中 村 亮 彦 

        委  員 坂 梨 剛 昭 

        委  員 前 田 敬 介 

        委  員 南 部 隼 平 

        委  員 堤   泰 之          

欠 席 委 員(１人) 

        委  員 坂 田 孝 志 

委員外議員(なし) 

――――――――――――――― 

説明のため出席した者 

 知事公室 

         公室長 小 牧 裕 明      

政策審議監 野 﨑 真 司 

       危機管理監 岡 村 郷 司 

       政策調整監 天 野 誠 史 

       首席審議員 

   兼秘書グループ課長 野 中 眞 治 

    広報グループ課長 櫟 本 麻 理 

  くまモングループ課長 脇   俊 哉 

    危機管理防災課長 佐 﨑 一 晴 

 総務部 

         部 長 平 井 宏 英 

  理事兼県央広域本部長 

   兼市町村・税務局長 真 田 由紀子 

       総括審議員 

      兼政策審議監 千 田 真 寿 

      総務私学局長 緒 方 克 治 

        人事課長 磯 谷 重 和 

        財政課長 臼 井 洋 介 

    県政情報文書課長 坂 本 久 敏 

      総務厚生課長 上 塚 恭 司 

      財産経営課長 永 松 浩 史 

      私学振興課長 橋 本 誠 也 

       市町村課長 

 兼県央広域本部総務部長 坂 野 定 則 

      消防保安課長 田 口 雄 一  

        税務課長 坂 口 啓 介 

健康福祉部     

         部 長 沼 川 敦 彦 

       政策審議監 三 牧 芳 浩 

         医 監 池 田 洋一郎 

      長寿社会局長 柴 田 英 伸 

        子ども・  

     障がい福祉局長 木 山 晋 介 

        健康局長 下 山   薫 
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    健康福祉政策課長 井 藤 和 哉 

    健康危機管理課長 椎 場 泰 三 

      高齢者支援課長 下  村 正 宣 

      認知症対策・  

    地域ケア推進課長 本 田 敦 美 

      社会福祉課長 原 田 義 隆 

     子ども未来課長 木 村 和 子 

   子ども家庭福祉課長 岩 村 聡 子 

       首席審議員 

   兼障がい者支援課長 米 澤 祐 介 

      医療政策課長 阿 南 周 造 

  国保・高齢者医療課長 池 永 淳 一 

   健康づくり推進課長 岡   順 子 

       首席審議員 

     兼薬務衛生課長 樋 口 義 則 

――――――――――――――― 

出納局職員出席者 

    会計管理者兼出納局長 野 尾 晴一朗 

    会計課長 杉 本 良 一 

――――――――――――――― 

監査委員・同事務局職員出席者 

        監査委員 藤 井 一 恵 

          局 長 西 浦 一 義 

首席審議員兼監査監 市 川 弘 人 

――――――――――――――― 

事務局職員出席者 

     議事課課長補佐 松 本 淳 一 

       議事課主幹 甲 斐   博 

       議事課主幹 泗 水 靖  希 

  ――――――――――――――― 

  午前10時０分開議 

○山口裕委員長 それでは、ただいまから第

２回決算特別委員会を開会いたします。 

 本日から審査に入りますので、委員及び執

行部の皆様、御協力をよろしくお願いしま

す。 

 決算審査方針についてお諮りします。 

 お手元に配付しております令和４年度決算

特別委員会審査方針(案)を担当書記に朗読さ

せます。 

 

○担当書記 それでは、令和４年度決算特別

委員会審査方針(案)を朗読します。 

  本委員会は、熊本地震及び令和２年７月

豪雨災害からの復興途上にある中、新型コ

ロナウイルス感染症の拡大も続く中での予

算の執行状況等について、次のような審査

方針のもとで、執行部の説明及び監査委員

の意見を聴取しながら、慎重に審査を行

う。 

 １ 予算の執行は、議決の趣旨に沿って、

合理的かつ効率的に行われ、所期の目

的が達成されたか。 

（1） 歳入は適正に確保されたか。 

（2） 歳出の執行に遺憾な点はなかった 

か。 

 （3）主要な施策はいかに達成されたか。 

 ２ 財産管理は十分であったか。 

 ３ 執行体制に問題はなかったか。 

 ４ 法令違反等はなかったか。 

 ５ 前年度決算特別委員会の指摘事項は、

どのように処理されたか。 

 以上でございます。 

 

○山口裕委員長 決算審査方針は、この案の

とおりでよろしいでしょうか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり) 

○山口裕委員長 御異議なしと認め、今後、

この方針に沿って審査を進めることといたし

ます。 

 これより、本委員会に付託された一般会計

及び各特別会計決算の審査に入ります。 

 まず、野尾会計管理者から、御挨拶と決算

概要説明をお願いします。 

 

○野尾会計管理者 会計管理者の野尾でござ

います。 

 執行部を代表いたしまして、一言御挨拶申

し上げます。 

 令和３年度の一般会計及び特別会計の決算
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につきましては、地方自治法第233条の規定

に基づき、歳入歳出決算書調製の上、去る９

月定例会に監査委員の意見書を付した上で、

決算認定の議案として提出させていただきま

した。 

 なお、企業局、病院局並びに流域下水道の

企業会計に係る決算につきましても、地方公

営企業法の規定に基づき、同様の手続を行っ

ております。 

 今後、本委員会において、各部局ごとに御

審議をいただき、次の定例会におきまして

は、決算の認定をお願いすることとしており

ます。 

 山口委員長、緒方副委員長をはじめ各委員

の皆様におかれましては、御審議、御指導の

ほどよろしくお願いします。 

 引き続きまして、決算の概要を御説明申し

上げます。 

 説明につきましては、着座にて説明させて

いただきます。 

 お手元にお配りしております決算の概要に

沿いまして、令和３年度における一般会計及

び特別会計の決算を総括的に御説明申し上げ

ます。 

 なお、数字に関しましては、記載の表や図

を除いて、原則として1,000万単位を切捨て

とし、億円単位で記載しておりますので、御

留意願います。 

 おめくりいただいて、１ページをお願いい

たします。 

 まず、一般会計における(1)決算収支の状

況でございます。 

 記載の表は、令和３年度の決算の状況につ

いて、令和２年度と比較したものでございま

す。 

 表の下の概況に記載しておりますように、

一般会計の決算額の歳入は１兆695億円で、

前年度に比べ1,061億円の増加、歳出は１兆 

317億円で、前年度に比べ1,049億円の増加と

なっております。 

 また、歳入歳出差引額、いわゆる形式収支

については377億円と、前年度に比べ12億円

の増加、翌年度に繰り越すべき財源は186億

円と、前年度に比べ33億円の増加、実質収支

につきましては191億円と、前年度に比べ21

億円の減少となっております。 

 続きまして、２ページ目の上段の図の１を

お願いいたします。 

 図の１は、過去10年の決算規模の推移を示

しております。 

 ３年度の決算は、２年度の決算と比べ、全

体的に増加しました。 

これは、熊本地震が発生した平成28年度決

算を上回り、過去最大となっております。 

 次に、おめくりいただいて、３ページをお

願いいたします。 

 (2)歳入の状況でございます。 

 表の下のポイントを御覧ください。 

 歳入の主な増加要因ですが、国庫支出金が

476億円の増加となっております。 

 これは、主に新型コロナウイルス感染症対

策に関する交付金の増加によるものです。 

 また、地方交付税も、240億円の増加とな

っております。 

 次に、４ページをお願いいたします。 

 (3)歳出の状況でございます。 

 表の下のポイントを御覧ください。 

 歳出の主な増加要因ですが、商工費が390

億円の増加となっております。 

 これは、主に新型コロナウイルス感染症対

策として行った営業時間短縮要請協力金事業

などの増加によるものです。 

 また、総務費も、306億円の増加となって

おります。 

 次に、おめくりいただいて、５ページ目を

お願いいたします。 

 上段の(4)翌年度繰越しの状況について、

表の下の概況を御覧ください。 

 翌年度への繰越額は、2,194億円で、前年

度と比べ29億円の増加となっております。 
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 続いて、下段の(5)不納欠損の状況を御覧

ください。 

 不納欠損額は、２億円となっております。 

 次に、６ページをお願いいたします。 

 (6)収入未済額の状況です。 

 収入未済額は、22億円で、前年度と比べ５

億円の減少となっております。 

 県税が全体の約７割を占めている状況でご

ざいます。 

 下段の(7)不用額の状況を御覧ください。 

 不用額は、636億円で、前年度と比べ193億

円の減少となっております。 

 金額が大きいものとしましては、衛生費が

163億円で、これは新型コロナ感染症患者等

入院病床確保事業などによるものでございま

す。 

 また、災害復旧費も、115億円となってお

ります。 

 次に、特別会計決算について御説明しま

す。 

 ７ページをお願いいたします。 

 上段の表は、15の特別会計を合計した額を

決算収支の状況としてまとめたものです。 

 表の下の概況を御覧ください。 

 特別会計全体の決算額は、歳入が3,372億

円で、前年度と比べ47億円の減少、歳出は 

3,226億円で、前年度と比べ54億円の減少と

なっております。 

 なお、実質収支は、143億円で、前年度と

比べ６億円の増加となっております。 

 １ページ飛ばしまして、９ページ目をお願

いいたします。 

 上段の(2)翌年度繰越しの状況でございま

す。 

 主なものとしては、港湾整備事業特別会計

におきまして、３億円の繰越しを行っており

ます。 

 中段の(3)不納欠損の状況でございます。 

 主なものとしては、中小企業振興資金特別

会計におきまして、１億円の不納欠損処分を

行っております。 

 下段の(4)収入未済額の状況でございま

す。 

 ６つの特別会計で、貸付金の償還金など合

計32億円の収入未済額があり、前年度と比べ

１億円の増加となっております。そのうち、

中小企業振興資金特別会計が全体の９割以上

を占めております。 

 10ページ目の(5)不用額の状況を御覧くだ

さい。 

 不用額は、特別会計全体で15億円となって

おり、前年度と比べ33億円の減少でございま

す。 

 11ページをお願いいたします。 

 11ページから12ページにかけましては、財

産に関する調書の総括表として、財産ごとに

取りまとめたものでございます。 

 続いて、13ページからは参考資料でござい

まして、決算額の推移や基金関係の資料など

となっております。 

 以上で決算の概要の説明を終わらせていた

だきます。詳細につきましては、各部局から

それぞれの審議の中で御説明させていただき

ます。 

 委員の皆様方には、長期にわたり御審議い

ただきます。何とぞよろしくお願い申し上げ

ます。 

 私からの説明は以上でございます。 

 

○山口裕委員長 次に、藤井監査委員から、

決算審査意見の概要説明をお願いいたしま

す。 

 

○藤井監査委員 監査委員の藤井でございま

す。 

 ４人の監査委員を代表して、決算審査の意

見の概要を御説明いたします。 

 着座にて失礼します。 

 お手元の青色の冊子、令和３年度熊本県歳

入歳出決算及び基金の運用状況に係る審査意
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見書を御覧ください。 

 １ページをお願いいたします。 

 第１の審査の対象は、一般会計と15の特別

会計であります。 

 第２の審査の方法ですが、記載しておりま

す４点に主眼を置きながら、関係部局に必要

な資料及び説明を求め、慎重に審査いたして

おります。 

 次に、第３の審査の結果及び意見の１、審

査の結果でございます。 

 これが全体的な結論になりますが、決算書

等の計数につきましては、関係書類の計数と

符合し、いずれも正確であることを確認して

おります。 

 また、財務に関する事務の執行において

は、一部に改善または留意を要する事項が見

受けられましたが、預け、差し替え等の不適

正な経理処理の事例は認められず、全体とし

て、予算の趣旨に沿い、おおむね適正かつ効

率的、効果的に処理されていると認められま

した。 

 ２ページをお願いいたします。 

 ２、審査の意見の(1)財政状況等について

は、先ほど野尾会計管理者から説明がありま

したので省略させていただき、下のほうに記

載しております主な財政指標等について御説

明いたします。 

 すみません、３ページの上の表を御覧くだ

さい。 

 令和３年度財政調整用４基金残高は、640

億円余で、前年度比359億円余の大幅な増加

となっております。 

 これは、税収等の上振れに伴い、普通交付

税の減額調整分等を一時的に積み立てたこと

によるものです。 

 また、通常県債残高は、8,833億円余と、

前年度に比べ85億円余増加しておりますが、

伸び率は１％未満にとどまっており、抑制基

調は維持されております。 

 ３段目、財政の弾力性を示す経常収支比

率、４から５段目の財政健全化判断比率であ

る実質公債費比率及び将来負担比率は、いず

れも改善しております。 

 以上を踏まえまして、表の下に記載のとお

り、今後の景気動向や地方財政をめぐる状況

の変化等に的確に対応できるよう、国への財

政支援を継続的に働きかけるとともに、引き

続き行財政改革の取組を推進し、財源の確保

を図っていく必要があるとの意見を付させて

いただいております。 

 次に、(2)未収金の状況についてですが、

令和３年度末の未収金総額は55億6,000万円

余で、前年度よりも４億600万円余減少して

います。 

 ４ページをお願いいたします。 

 アの県税の未収金については、前年度より

も５億200万円余減少しており、これは、新

型コロナに伴う徴収猶予の特例適用が終了し

たことなどによるものです。 

 また、個人県民税の未収金は、市町村と連

携した熱心な取組により、11年連続減少して

おります。 

 次に、イの県税以外の未収金については、

解消に向けた着実な取組により、前年度末の

滞納案件のうち、10％の５件が解消された一

方で、新たな未収金の発生等により、前年度

より額が増加しております。 

 以上を踏まえ、今後とも、歳入の確保や負

担の公平、公正維持の観点から、個別の事情

に留意しつつ、効果的な回収に努め、未収金

の縮減を図るとともに、新規未収金が発生し

ないよう対策を着実に講じていく必要がある

との意見を付させていただいております。 

 続いて、(3)財務事務の執行状況について

申し上げます。 

 まず、昨年度定期監査の結果ですが、256

機関を監査し、全体としておおむね適正に処

理されておりましたが、表にありますとお

り、一部に改善等を要する事項、課題が328

件ございました。 
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 その下、②財務事務の執行における主な課

題のところで、幾つかの事例を御紹介いたし

ます。 

 アの収入事務ですが、県税徴収事務におい

て、誤った差押処分が発生した事例として、

県税の滞納金額より過大に債権を差し押さ

え、取立てを行ったというものがありまし

た。 

 ５ページをお願いいたします。 

 国交付金の収納未済が生じた事例として、

国への概算払い請求時に予算令達先所属分等

を含めて請求すべきところ、これを失念した

結果、交付金の一部を収納できなかった事案

がありました。 

 次に、イ、支出事務では、遅延利息等が発

生した事例として、請求書の管理を怠り、複

数の支払い遅延が発生した事案のほか、延滞

金、遅延利息を生じさせたものが複数ござい

ました。 

 また、契約手続に不備があった事例や源泉

所得税の徴収漏れに伴い、不納付加算税等を

支払った事例もございました。 

 最後に、ウ、その他、個人情報が漏えいし

た事例として、ＤＶ等支援対象者の転居先住

所を記載した書類を勤務先に郵送し、個人情

報が漏えいしたものがございました。このほ

か、個人情報の不適切な取扱いが多く見られ

ました。 

 下段にありますように、前年度の監査結果

と比較しますと、収入、支出事務に関する課

題が44件増加しております。いずれの事務に

おいても、金額等の入力誤りなど、基礎的な

確認の不徹底によるものが増加しているもの

と考えております。 

 これらの課題は、一義的には担当職員の不

注意や理解不足に起因するものですが、管理

監督職員による組織的なチェック体制が不十

分であることも要因と考えられ、より一層の

再発防止の取組が求められます。 

 また、全庁的には、これまでの職員削減に

加えて、地震やコロナ、豪雨災害対応を支え

る多様な人材の任用や新規採用職員の増など

により、財務事務に不慣れな職員が増加し、

財務部門が弱体化していることも課題発生の

遠因として挙げられます。 

 人為的なミスの発生防止には、基本的な事

項の遵守徹底が重要で、研修の充実、組織的

な支援体制の強化を図る必要がございます。 

 加えて、現在進められておりますＩＣＴを

活用した庁内の業務プロセス改革、データ利

活用をより一層推進し、ミスが生じにくい環

境づくりなど、財務事務の執行体制のさらな

る強化に取り組む必要があると考えます。 

 また、令和３年度の事務の的確・適正な執

行の確保に関する評価報告書に、２年連続で

重大な不備として個人情報の漏えい事案が報

告されております。 

 個人情報は、一度漏えいしますと、事後の

対処が極めて困難であり、県民に対して大き

な経済的、社会的不利益を生じさせ、本県の

社会的信用を著しく毀損させるものでありま

すので、各部署において、さらに適切に対応

していただく必要があるとの意見を付させて

いただいております。 

 続いて、(4)新しいくまもとの創造に向け

た取組として、総括的な意見を申し述べま

す。 

 本県では、３つの困難に直面する中、基本

方針の下、新型コロナの危機を克服し、２つ

の災害からの創造的復興を成し遂げ、さらに

は将来の熊本の発展につなげていくことが求

められております。 

 加えて、世界的な物価高騰等により、経済

の不確実性が大きく増す中、新たな課題への

対応も想定されます。 

 そのため、安定的な財源確保や効率的な予

算執行が不可欠であり、本県の財政負担の最

小化のための制度拡充等を国に要望していく

ことが重要であります。 

 また、中期的な財政収支の試算が示すよう
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に、今後も厳しい財政状況が見込まれること

から、事業への集中と選択の徹底、将来負担

も考慮した予算編成など、持続可能な財政運

営に取り組んでいただきたいと考えておりま

す。 

 なお、３つの困難等に対し、県職員が一丸

となって取り組まれているところでございま

すが、ワークライフバランスの悪化やメンタ

ル不調職員の増加も懸念されます。 

 ウィズコロナ、ポストコロナを見据え、在

宅勤務や時差出勤等の勤務体系も活用しなが

ら、職員の健康管理に留意いただくととも

に、必要な人材確保に御尽力いただきたいと

考えております。 

 以上が決算審査の意見の概要でございま

す。よろしくお願いいたします。 

 

○山口裕委員長 これから各部局の審査に入

りますので、会計管理者におかれましては、

ここで所定の席に移動してください。 

  （会計管理者、席を移動) 

○山口裕委員長 本日は、午前中、知事公室

及び総務部の審査を行い、午後から健康福祉

部の審査を行うこととしております。 

 まず、執行部の説明を求めた後に、一括し

て質疑を受けたいと思います。 

 なお、執行部からの説明は、効率よく進め

るために、着座のまま、簡潔にお願いしま

す。 

 それでは、知事公室長から総括説明を行

い、続いて担当課長から順次説明をお願いし

ます。以下、総務部の順にお願いいたしま

す。 

 初めに、小牧知事公室長。 

 

○小牧知事公室長 知事公室の令和３年度決

算概要につきまして、決算特別委員会説明資

料、知事公室と表紙に記載しております資料

により御説明いたします。 

 １ページの令和３年度歳入歳出決算総括表

を御覧ください。 

 知事公室の決算は、一般会計でございま

す。 

 歳入の決算状況でございますが、収入済額

は１億5,564万円余、不納欠損額及び収入未

済額はございません。 

 次に、歳出の決算状況でございますが、支

出済額は20億3,962万円余、繰越額は８億 

6,102万円余、不用額が6,805万円余でござい

ます。 

 詳細につきましては、各課長からそれぞれ

御説明申し上げますので、御審議のほどよろ

しくお願いいたします。 

 

○山口裕委員長 引き続き、各課長から説明

をお願いします。 

 

○天野政策調整監 知事公室付でございま

す。 

 まず、本年度の監査状況につきまして、知

事公室の各所属においては、指摘事項はござ

いません。 

 続きまして、説明資料により決算状況につ

いて御説明いたします。 

 資料２ページをお願いいたします。 

 歳入につきましては、雑入で５万円の歳入

がございました。これは、熊本地震の創造的

復興の成果の一つである新阿蘇大橋の開通を

ＰＲする新聞広告を掲載したところ、その広

告が賞を受賞し、賞金が授与されたもので

す。 

 資料３ページをお願いいたします。 

 歳出について御説明します。 

 上段の一般管理費については、副知事秘書

業務の委託費用でございます。 

 中段の企画総務費については、職員給与費

でございます。 

 最下段の計画調査費については、知事から

の特命事項や年度途中で発生した重要事項へ

の対応等を行うための重要政策調整費等でご
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ざいます。 

 知事公室は以上でございます。 

 

○野中秘書グループ課長 秘書グループでご

ざいます。 

 資料の４ページをお願いいたします。 

 歳入につきまして、秘書グループは該当あ

りません。 

 歳出につきましては、予算現額２億5,047

万円余に対しまして、支出済額は２億4,387

万円余となっております。 

 歳出の内訳は、職員給与費、秘書課諸費、

熊本地震追悼式、令和２年７月豪雨追悼式で

ございます。 

 なお、不用額660万円は、入札及び経費節

減に伴う執行残でございます。 

 秘書グループは以上でございます。 

 

○櫟本広報グループ課長 広報グループでご

ざいます。 

 ５ページをお願いいたします。 

 歳入につきましては、不納欠損額、収入未

済額はございません。 

 まず、１段目の国庫支出金でございます

が、新型コロナウイルス感染症対応地方創生

臨時交付金として6,388万円余を受け入れて

おります。 

 右から４番目の欄、予算現額と収入済額と

の比較欄の4,064万円余につきましては、事

業の一部繰越しに伴う国庫補助金の減による

ものでございます。 

 次に、２段目の繰越金でございますが、令

和２年度の熊本地震からの復旧、復興関連広

報事業費を2,300万円余、新型コロナウイル

ス関連広報事業費を1,000万円余繰り越した

ものです。 

 そして、最下段の諸収入の収入済額は、広

報誌等に広告を掲載する際の広告料でござい

ます。 

 続きまして、歳出について御説明します。 

 ６ページをお願いいたします。 

 歳出につきましては、予算現額４億4,743

万円余に対し、支出済額３億8,766万円とな

っております。 

 歳出の内訳としましては、職員給与費など

の一般管理費、県広報誌の発行やテレビ、ラ

ジオ、新聞での広報事業などに要する広報費

でございます。 

 なお、不用額は937万円余で、入札及び経

費削減等による執行残でございます。 

 次に、翌年度への繰越しについて御説明い

たします。 

 別冊の附属資料１ページをお願いいたしま

す。 

 新型コロナウイルス感染症関連広報事業の

事業費のうち、業務委託に要する5,039万円

余を令和４年度へ繰り越しております。 

 繰越しの理由でございますが、令和３年度

２月補正予算による事業でございまして、年

度内に十分な事業期間を確保できなかったた

めでございます。 

 現在の進捗状況は47％となっております

が、広報計画に沿って順調に事業を進めてお

りまして、年度内に全額執行見込みでござい

ます。 

 今後も引き続き、経済とのベストバランス

を進める広報を推進してまいります。 

 広報グループは以上でございます。 

 

○脇くまモングループ課長 くまモングルー

プの脇でございます。 

 資料７ページをお願いいたします。 

 歳入につきましては、不納欠損額、収入未

済額はありません。 

 収入のうち、上段の新型コロナウイルス感

染症対応地方創生臨時交付金につきまして

は、くまモンスクエア指定管理料のコロナ関

係分に対する国庫補助金でございます。 

 予算計上時の想定より充当額が減ったた

め、調定額、収入済額が予算現額より207万
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円余少なくなっております。 

 続きまして、資料８ページをお願いいたし

ます。 

 歳出につきましては、上段の総務費が、予

算現額4,473万円余に対し、支出済額が4,405

万円余となっております。 

 内訳は、備考欄に記載しております、くま

モンのイラスト使用許可に要する経費及びく

まモンを活用したＰＲ事業でございます。 

 不用額67万円余は、執行残でございます。 

 次に、下段の商工費は、予算現額４億 

5,222万円余に対し、支出済額４億3,616万円

余となっております。 

 内訳は、備考欄に７つの事業を記載してお

りますが、主なものとして、３番目のくまモ

ン隊の運営に要する経費及び２番目と６番目

のくまモンを活用した国内外でのプロモーシ

ョン推進事業などでございます。 

 不用額1,605万円余につきましては、経費

節減及び新型コロナウイルス感染拡大の影響

により各種イベントが中止されたことに伴

い、くまモンの出動が減ったこと等による執

行残でございます。 

 くまモングループは以上でございます。 

 

○佐﨑危機管理防災課長 危機管理防災課で

ございます。 

 ９ページをお願いします。 

 まず、歳入について、不納欠損額、収入未

済額はありません。 

 国庫支出金の２段目の防災情報通信設備整

備費補助につきましては、県設置の地震計の

機器更新に係る経費の国の補助でございます

が、予算現額と収入済額との差１億7,400万

円余は、翌年度への繰越しによるものでござ

います。 

 下から２段目の諸収入の防災行政無線負担

金及びその下の防災情報ネットワーク負担金

は、それぞれ管理運営に係る市町村等からの

負担金でございます。 

 10ページをお願いします。 

 次に、歳出について、２段目の総務管理費

の一般管理費は、備考欄に記載のとおり、職

員給与費や当課及び広域本部等職員の災害待

機に係る時間外勤務手当等でございます。 

 下の段の防災費の防災総務費は、当課の防

災関係の職員給与をはじめ、防災対策費や防

災・震度情報システム管理費及び現在整備中

の防災センター整備事業などに係る経費でご

ざいます。 

 なお、不用額2,824万円は、無線施設等の

管理、保守点検に係る入札残及び経費節減等

によるものでございます。 

 令和４年度への繰越額につきましては、附

属資料で説明いたします。 

 附属資料の２ページをお願いします。 

 今年度に繰り越した事業について説明いた

します。 

 １段目の防災・震度情報システム管理費

は、消防庁の被害情報共有システムと本県の

防災情報共有システムを接続するための改修

費、また、２段目の防災情報通信基盤整備事

業は、県設置の震度計の機器更新に係る経費

ですが、いずれも令和３年度２月補正による

事業であり、年度内に十分な事業期間を確保

できなかったため、繰り越したものでござい

ます。 

 また、３段目の防災センター整備事業は、

新防災センターの通信設備の整備を行うもの

ですが、半導体供給不足により通信機器等の

調達に不測の日数を要し、年度内の事業完了

が困難となったため、繰り越したものでござ

います。 

 これらの事業につきましては、全て年度内

に完了の見込みでございます。 

 危機管理防災課は以上でございます。 

 

○山口裕委員長 次に、平井総務部長から総

括説明をお願いいたします。 
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○平井総務部長 総務部の令和３年度決算概

要でございます。 

 お手元に、決算特別委員会説明資料の総務

部と表紙に記載しておりますものをお願いい

たします。 

 １ページをお願いいたします。 

 令和３年度歳入歳出決算総括表でございま

す。 

 総務部の決算に関連します会計は、一般会

計、全国型市場公募地方債の発行に係る公債

管理特別会計、市町村が行う公共施設の整備

事業等に係る市町村振興資金貸付事業特別会

計の３会計でございます。 

 これらの３会計を合わせた歳入の決算状況

でございますが、収入済額は、表の最下段で

ございますけれども、8,070億507万円、不納

欠損額は２億4,957万円余、収入未済額は 

15億5,566万円となっております。 

 不納欠損額と収入未済額は、県税及びその

加算金に係るものでございます。 

 次に、３会計を合わせた歳出の決算状況で

ございますが、支出済額は3,664億8,732万円

余、繰越額は38億3,026万円余、不用額が35

億8,855万円余でございます。 

 不用額の主なものは、復興基金を財源とす

る市町村事業への交付金の執行残、人件費の

執行残、入札や経費節減に伴う執行残などで

ございます。 

 以上が総務部の令和３年度歳入歳出決算の

概要でございます。 

 詳細につきましては、各課長から説明いた

しますので、御審議のほどよろしくお願いい

たします。 

 

○山口裕委員長 引き続き、各課長から説明

をお願いします。 

 

○磯谷人事課長 人事課でございます。 

 決算の説明に入ります前に、本年度の定期

監査における指摘事項について申し上げま

す。 

 総務部の指摘事項はありません。 

 それでは、人事課の決算について説明いた

します。 

 説明資料の２ページをお願いします。 

 歳入についてですが、不納欠損額、収入未

済額ともにありません。 

 続きまして、歳出について説明いたしま

す。 

 ３ページをお願いします。 

 まず、総務管理費のうち、一般管理費でご

ざいますが、職員41名分の給与費及び人事課

で一括管理しております知事部局職員の災害

対応等に伴う時間外勤務手当等でございま

す。 

 不用額１億6,089万円の主なものは、この

人事課で一括管理している時間外勤務手当の

執行残でございます。 

 次に、下段の人事管理費でございますが、

知事部局職員の退職手当及び課の運営費等で

ございます。 

 不用額１億3,546万円余の主なものは、退

職手当の執行残でございます。 

 人事課は以上です。 

 

○臼井財政課長 財政課でございます。 

 ４ページをお願いいたします。 

 まず、一般会計について御説明します。 

 歳入については、不納欠損額、収入未済額

はございません。 

 予算現額と収入済額との比較の欄を御覧く

ださい。 

 ３段目の石油ガス譲与税で1,000万円余、

５段目の地方揮発油譲与税で２億3,000万円

余の増となっております。 

これは、決算額が予算上の見込額を上回っ

たものです。 

 ５ページ目、３段目の地方交付税で４億 

3,000万円余、その下の交通安全対策特別交

付金で2,000万円余の増となっております。
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 これも、決算額が予算上の見込み額を上回

ったものでございます。 

 ６ページをお願いいたします。 

 下から２段目の平成28年熊本地震復興基金

繰入金ですが、11億6,000万円余の減となっ

ております。 

これは、復興基金を活用した事業の執行残

が見込みを下回ったため、基金からの繰入額

が少なくなったことによるものです。 

 ７ページ、３段目の宝くじ収入について、

５億円余の増額となっております。 

これは、令和２年に発生した災害の状況に

応じて、全国協議会から災害等宝くじ分とし

て上乗せ配分されたことによるものです。 

 ８ページをお願いいたします。 

 ここからは、県債収入が続きます。 

 一番上の県債の合計欄の予算現額と収入済

額の比較が679億円余の減となっておりま

す。 

これは、県債を財源とする事業の予算を翌

年度に繰り越したことなどによる差額です。 

 各事業の執行状況については、各部局の審

査において説明させていただきます。 

 以降、16ページ目までは県債が続きますの

で、御参照ください。 

 17ページからは、歳出でございます。 

 総務費のうち、２段目の一般管理費につい

て、不用額1,500万円余の主なものは、財政

課で一括計上している赴任旅費の執行残等で

ございます。 

 次の財政管理費について、不用額2,200万

円余の主なものは、新公会計システム導入に

係る設計見直し等に伴う執行残でございま

す。 

 一番下段の予備費ですが、当初予算額が２

億円のうち、１億1,000万円余を執行しまし

たので、8,000万円余が不用額となります。 

 18ページをお願いします。 

 こちらは、公債管理特別会計です。 

 この特別会計は、市場公募債や、いわゆる

借換債などの返済を管理するものです。 

 歳入につきましては、いずれも調定額どお

り収入されております。 

 19ページの歳出については、市場公募債や

借換債に係る元金及び利子の償還金並びに発

行手数料等でございます。 

 財政課は以上です。 

 

○坂本県政情報文書課長 県政情報文書課で

ございます。 

 20ページをお願いいたします。 

 歳入につきまして、不納欠損額、収入未済

額ともにありません。 

 ３段目の教育費国庫補助金は、予算現額に

対し、収入済額が１億1,200万円余少なくな

っております。 

これは、県立大学の新型コロナウイルス対

策に係る地方創生臨時交付金で、翌年度への

繰越し等によるものでございます。 

 21ページをお願いいたします。 

 歳出について御説明いたします。 

 ３段目の文書費は、文書事務費等です。 

 不用額1,300万円余は、備考欄、事業の概

要、４、文書管理システム事業の執行残等で

ございます。 

 最下段の大学費は、県立大学に対する支援

事業に要する経費です。 

 不用額1,160万円余は、新型コロナウイル

スの影響により事業を縮減したことなどに伴

う執行残でございます。 

 次に、別冊附属資料の１ページをお願いい

たします。 

 今年度に繰越しとなった事業でございま

す。 

 公立大学法人支援事業について、新型コロ

ナウイルス対策に係る地方創生臨時交付金に

よる２月補正予算事業で、年度内に十分な事

業期間を確保できなかったため、１億1,100

万円余を繰り越しています。 

 県政情報文書課は以上です。 
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○上塚総務厚生課長 総務厚生課でございま

す。 

 22ページをお願いします。 

 まず、歳入でございますが、不納欠損額、

収入未済額はございません。 

 23ページをお願いいたします。 

 歳出でございます。主なものを御説明いた

します。 

 中段の人事管理費でございますが、支出済

額、４億8,340万円余となっております。そ

の内訳は、備考欄に記載のとおりでございま

す。 

 不用額2,940万円余の主なものとしまして

は、庶務事務システムにおける改修経費や定

期健康診断等の執行残などによるものでござ

います。 

 総務厚生課は以上でございます。 

 

○永松財産経営課長 財産経営課でございま

す。 

 説明資料24ページをお願いします。 

 まず、歳入でございますが、不納欠損額、

収入未済額はありません。 

 最下段の財産売払い収入については、老朽

化により用途廃止した職員住宅など、19件の

未利用県有財産等の売却収入でございます。 

 予算現額に対し、１億5,000万円余の増と

なっておりますが、年度中途で売却が成立し

た案件等が、時期の関係で２月補正予算に反

映できなかったことによるものでございま

す。 

 なお、この詳細につきましては、附属資料

の11ページに記載しております。 

 続きまして、歳出について説明いたしま

す。 

 26ページをお願いいたします。 

 中段の財産管理費は、県庁舎及び総合庁舎

等の管理費や県有施設の集約化等に要する経

費でございます。 

 不用額につきましては、維持管理の業務委

託等に係る入札や経費節減に伴う執行残でご

ざいます。 

 下段の災害復旧費ですが、熊本地震で被災

した熊本土木事務所等の災害復旧、いわゆる

防災センター建設に係る経費等でございま

す。 

 不用額については、管理委託費の入札に伴

う執行残でございます。 

 続きまして、附属資料２ページをお願いい

たします。 

 繰越しとなった事業について御説明いたし

ます。 

 まず、県庁舎維持補修費につきましては、

庁舎の給排水ポンプ更新工事において、合併

して発注した空調工事を冷暖房の運転時期を

避けて工事を行ったため、繰り越したもので

ございます。 

 ２段目、ＦＭ推進県有施設集約化事業及び

最下段の県庁舎等施設災害復旧費は、防災セ

ンター建設工事において、巨石撤去の追加工

事や工事工法の変更等に不測の日数を要した

ため、繰り越したものであります。 

 なお、防災センターの竣工は、来年３月半

ばを予定しております。 

 財産経営課は以上です。 

 

○橋本私学振興課長 私学振興課でございま

す。 

 説明資料の27ページをお願いいたします。 

 まず、歳入についてですが、不納欠損額及

び収入未済額はございません。 

 予算現額と収入済額に差がある主なものに

ついてですが、中ほどから以下の国庫支出金

につきまして、高等学校等就学支援負担金、

高等学校等就学支援事務負担金、続いて、28

ページ３段目、高等教育修学支援事業費補助

などにおきまして、対象者が見込みより少な

く、補助対象経費が見込みを下回ったことな

どにより減となったものでございます。 
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 ４段目の新型コロナウイルス感染症対応地

方創生臨時交付金につきましては、事業の一

部繰越しなどに伴う国庫補助金の減でござい

ます。 

 下から３段目の私立高等学校等経常費助成

費補助につきましては、国庫補助単価額が推

計を上回ったことにより増となっておりま

す。 

 次に、30ページをお願いいたします。 

 歳出でございます。 

 下段の私学振興費につきましては、私立学

校に対する経常費補助金や私立学校生徒への

就学支援金、奨学のための給付金などでござ

います。 

 不用額の４億7,600万円余の主なものにつ

いてですが、就学支援金など、生徒への支援

に係る事業におきまして、対象者が見込みよ

り少なかったことなどによる執行残でござい

ます。 

 翌年度繰越額につきましては、附属資料で

御説明いたします。 

 ３ページをお願いいたします。 

 上段の私立学校ＩＣＴ教育環境整備推進事

業につきましては、インターネット環境や生

徒用のパソコン等を整備する学校に対する補

助事業ですが、整備内容の検討などに時間を

要し、やむを得ず繰り越したものです。 

 現在、各学校において整備を進めており、

年度内に事業が完了する見込みです。 

 下段の新型コロナ私立高校専攻科授業料減

免補助事業につきましては、令和３年度２月

補正予算による事業でございまして、年度内

に十分な事業期間を確保できなかったため、

やむを得ず繰り越したものです。 

 現在、各学校において、対象となる生徒へ

の減免に必要な手続を進めており、年度内に

事業が完了する見込みです。 

 私学振興課は以上です。 

 

○坂野市町村課長 市町村課でございます。 

 説明資料の32ページをお願いいたします。 

 一般会計の歳入でございますが、不納欠損

額及び収入未済額ともにございません。 

 予算現額と収入済額の差が大きいものにつ

きましては、32ページの下から２段目、国庫

補助金でございますが、これは、交付金の対

象経費が見込みを下回ったこと及び翌年度へ

の繰越しによるものでございます。 

 35ページをお願いいたします。 

 歳出について説明をいたします。 

 まず、下から２段目、地域振興局費でござ

います。 

 これは、広域本部や地域振興局における管

理運営や政策調整事業などに要した経費でご

ざいます。 

 不用額の1,000万円余につきましては、入

札残や経費節減等に伴う執行残でございま

す。 

 次に、36ページをお願いいたします。 

 一番下の段、自治振興費でございます。 

 これは、右側の説明欄に記載がございます

が、１の市町村自治宝くじ交付金、２の住民

基本台帳ネットワークシステム推進事業、５

の平成28年熊本地震復興基金交付金、７の新

型コロナウイルス感染症対応総合交付金など

に要した経費でございます。 

 翌年度繰越額につきましては、後ほど説明

をいたします。 

 不用額の15億1,100万円余につきまして

は、主に熊本地震復興基金交付金の執行残に

よるものでございます。 

 この交付金は、市町村を通じた間接補助と

して実施するものでございますが、市町村に

おける事業進捗の遅れ等により、やむを得ず

執行残が生じたものでございます。 

 次に、38ページをお願いいたします。 

 ここからは、熊本県市町村振興資金貸付事

業特別会計でございます。 

 歳入につきましては、不納欠損額及び収入

未済額ともにございません。 
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 39ページをお願いいたします。 

 歳出でございます。 

 一番下の段の一般会計繰出金でございます

が、これは、広域本部、地域振興局の政策調

整事業の財源として一般会計に繰り出したも

のでございます。 

 不用額の700万円余につきましては、繰り

出し先事業の事業量の減等によるものでござ

います。 

 次に、附属資料の４ページをお願いいたし

ます。 

 今年度に繰越しとなった事業について説明

をいたします。 

 新型コロナウイルス感染症対応総合交付金

事業費でございます。 

 この事業は、国の交付金を活用し、市町村

が実施をします新型コロナウイルス感染症対

策を支援するものでございます。市町村の感

染防止対策や地域経済の回復に向けた取組な

どを後押しするものでございます。 

 新型コロナウイルス感染症が収束するまで

事業を継続する必要があるため、15億円を繰

り越したものでございます。 

 市町村課は以上です。 

 

○田口消防保安課長 消防保安課でございま

す。 

 説明資料の40ページをお願いいたします。 

 まず、歳入についてですが、不納欠損額、

収入未済額ともにございません。 

 続いて、歳出について御説明いたします。 

 43ページをお願いいたします。 

 中段の防災総務費の不用額ですが、1,033

万円余の主なものは、防災消防ヘリコプター

管理運営費において、ヘリコプターの故障に

よる部品交換など、不測の事態に備えた緊急

整備費等の執行残でございます。 

 次に、消防指導費について、不用額8,087

万円余の主なものは、消防学校教育訓練機能

強化事業において、訓練施設の工事費、設計

委託費の入札残等による執行残でございま

す。 

 翌年度繰越額につきましては、附属資料で

御説明いたします。 

 附属資料の５ページをお願いいたします。 

 消防学校教育訓練機能強化事業は、訓練塔

の建て替えに係る設計でございます。 

 地盤調査の追加実施など、不測の日数を要

し、年度内の事業完了が困難になったことか

ら、やむを得ず繰り越したものでございま

す。 

 なお、訓練塔の建築設計は既に完了し、今

月着工の予定になっております。残る外構工

事の設計も、今月末に入札予定で、年度内に

完了の見込みでございます。 

 消防保安課は以上でございます。 

 

○坂口税務課長 税務課でございます。 

 説明資料の44ページをお願いいたします。 

 歳入に関しまして、県税の決算状況につい

て説明いたします。 

 １段目の県税の欄を御覧ください。 

 予算現額は1,645億6,800万円余と見込んで

おりましたが、これに対し、調定額は1,693

億7,100万円余、収入済額は1,676億2,200万

円余となっており、予算現額と収入済額を比

較しますと、30億5,300万円余の増収となっ

ております。 

 なお、収入済額は、前年度と比較して131

億8,000万円余の増収となっております。 

 主な要因は、法人事業税が、半導体関連産

業等の好調な業績により64億6,200万円余の

増収に、地方消費税が、消費の持ち直しによ

り50億1,100万円余の増収になったことなど

です。 

 また、不納欠損額は２億2,800万円余で、

収入未済額は15億2,000万円余となっており

ます。 

 収入未済額の状況につきましては、後ほど

詳しく説明いたします。 
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 上から２段目の県民税から、47ページの下

から２段目の産業廃棄物税までが税目ごとの

状況であり、おおむね収入済額が予算現額を

上回っております。 

 上から３段目の個人県民税につきまして

は、上場株式市場から個人が受ける配当や株

式等譲渡益に対する税収の増加などにより、

収入済額が予算現額を10億700万円余上回り

ました。 

 45ページ、１段目の法人事業税につきまし

ては、半導体関連産業等の好調な業績によ

り、収入済額が予算現額を10億3,100万円余

上回りました。 

 47ページ最下段の地方消費税清算金から、

51ページの利子割精算金収入までは、税外収

入でございます。 

 49ページをお願いいたします。 

 下から２段目の寄附金は、いわゆるふるさ

と納税に係る寄附金収入でございます。 

 収入済額は３億1,400万円余となり、予算

現額を3,800万円余上回っております。 

 また、その下の繰入金は、寄附金を充当し

て事業を行うために基金を取り崩し、一般会

計に繰り入れたものです。 

 収入済額が予算現額を2,900万円余下回っ

ておりますが、これは、基金を充当した事業

において、見込みよりも多く執行残が生じた

ことによるものです。 

 50ページをお願いいたします。 

 最上段の諸収入は、主に税に付随する延滞

金と加算金によるもので、収入未済額3,400

万円余につきましては、全て加算金に係るも

のでございます。 

 次に、県税の収入未済額の状況につきまし

て、別冊の附属資料で御説明いたします。 

 ７ページの令和３年度収入未済に関する調

べをお願いいたします。 

 ２の収入未済額の過去３か年の推移に、令

和元年度から令和３年度について、縦に税目

ごと、横に過年度分、現年度分、計の順番で

収入未済額を記載しております。 

 各年度の計の最下段の合計欄を御覧くださ

い。 

 県税の収入未済額は、令和元年度は19億 

6,000万円余、令和２年度は20億2,300万円

余、令和３年度は15億2,000万円余となって

おります。 

 令和３年度は、前年度から５億200万円余

減少しており、主な要因は、滞納整理の推進

によるもののほか、令和２年度に増加した新

型コロナウイルス感染症の影響に伴う徴収猶

予の特例による滞納繰越分の収納が進んだこ

とによるものでございます。 

 税目別では、１行目の個人県民税が収入未

済額の約７割を占めておりますが、こちら

は、平成23年度以降11年連続で減少しており

まして、令和３年度は10億5,500万円余と、

前年度に比べて１億3,700万円余を圧縮した

ところでございます。 

 ８ページをお願いいたします。 

 中ほどから下のほうでございますが、４、

令和３年度の未収金対策を御覧ください。 

 県税の未収金対策につきましては、特に、

１、実施した取組内容のとおり、新型コロナ

ウイルス感染症の影響を受けた納税者への柔

軟な対応や、令和２年７月豪雨災害、熊本地

震の被災者に対して、実情に即した適正な対

応を実施いたしました。 

 また、収入未済額の約７割を占めます個人

県民税につきましては、９ページ(4)の個人

県民税の徴収強化対策として、重点的に取り

組んでおります。 

 ①のとおり、県職員が、市町村職員の身分

を有する併任徴収や市町村から県への徴収事

案の引継ぎなど、市町村への直接支援に取り

組むとともに、②のとおり、市町村職員のス

キルアップや業務効率化等の業務プロセス改

善のための間接支援を行うことなどによっ

て、徴収率向上に向け、市町村と連携して取

り組んだところです。 
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 次に、２の取組の成果ですが、(1)徴収率

は、現年繰越合計で前年度から0.5ポイント

上昇し、過去最高の99.0％を達成いたしまし

た。 

 (2)滞納繰越額も、前年度に比べ５億200万

円余減少し、15億2,000万円余となっていま

す。 

(3)の重点税目である個人県民税と自動車

税については、いずれも徴収率は改善してお

ります。 

 ３の令和４年度以降の未収金対策といたし

ましては、(1)に記載のとおり、税負担の公

平性の観点から、法令等に基づき、適正かつ

厳正に取り組むことを基本としつつ、(2)新

型コロナウイルス感染症の影響を受けた納税

者への対応や、(3)令和２年７月豪雨災害及

び平成28年熊本地震による被災者への対応の

とおり、納税者の生活状況等を的確に把握し

た上で、実情に即した適切な対応に引き続き

努めてまいります。 

(4)の個人県民税対策の推進につきまして

も、引き続き市町村と一体となった徴収強化

対策に取り組むとともに、市町村の実情に即

した支援を行ってまいります。 

さらに、(5)の納税者の利便性の確保とし

て、令和５年４月から、地方税共同機構が運

営している地方税ポータルシステム、ｅＬＴ

ＡＸと呼ばれるものですが、これによる自動

車税等の電子納税が運用開始される予定とな

っており、キャッシュレス決済の普及など、

さらなる納税環境の整備に取り組んでまいり

ます。 

 次に、歳出でございます。 

 資料にお戻りいただきまして、52ページを

お願いいたします。 

 上から４段目の税務総務費は、税務行政の

管理運営に要する経費、その下の賦課徴収費

は、納税者に対する過誤納還付金や市町村に

対する徴収取扱費等の経費で、不用額は、執

行残と経費節減等によるものでございます。 

 さらに、その下段の諸支出金ですが、次の

ゴルフ場利用税交付金から54ページの法人事

業税交付金まで、県に納付されました税収等

の一定割合を、法令に従いまして市町村へ交

付する交付金などで、不用額は、いずれも交

付額が予算の見込みを下回ったことによる執

行残でございます。 

 最後に、今年度に繰越しとなった事業につ

いて説明いたします。 

 附属資料の６ページをお願いいたします。 

 県税窓口感染症対策事業費でございます。 

 県税窓口へのセルフレジの導入に必要な経

費について、折からの半導体供給不足によ

り、設置予定のセルフレジ12台のうち５台に

つきまして、年度内の調達が困難となったこ

とから繰り越したものでございます。 

 ５台につきましては、９月末までに設置済

みとなっており、年内の事業完了を見込んで

おります。 

 税務課は以上です。 

 

○山口裕委員長 以上で執行部の説明が終わ

りました。 

 それでは、質疑を受けたいと思います。質

疑はありませんか。 

 

○前川收委員 まず、最初に御説明いただき

ました決算の概要と、それから監査委員の監

査報告、監査意見について、総括的な部分で

ちょっと聞いておきたいことがございますの

で、お話しいただければと思います。 

 令和３年度予算の表には出てこない最も大

きな特徴、これは決算書には出てこない特徴

ですけれども、県議会との関係において、専

決処分をかなり多く、かなりというか、過去

最高額だと、累計は見ていませんが、この数

字では出てこない数字なんですけれども、専

決処分、知事専決というのをたくさんやって

いただきました。 

 その理由は、もう私たちが言うまでもな
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く、いろんなコロナの対策であったり、球磨

川の豪雨災害の対策であったりという、そう

いったことが速やかに県民の皆さん方に届く

ように、年４回の議会、本来であれば、予算

執行においては、収入も歳出もしっかり議会

の議論の上議決を得てやらなきゃならないわ

けでありますけれども、それをスピード優先

という前提の中で、私のほうも、ぜひ専決で

いいから早く県民に届けてくれという、その

思いの中でやっていただきました。 

 ただ、一方で、議会が本来果たさなければ

ならない役割のチェック機能、そのチェック

機能が、今回、今から監査をやるのも当然チ

ェック機能であるわけでありますが、その専

決処分をたくさんやったことによって、自己

評価ではなかなか見えにくいところがありま

すので、そのチェック機能について、どのよ

うになっているのかが気になっておりまし

て、ちょっと先ほどの説明の中で気になった

部分がありました。 

 例えばですけれども、監査報告の御意見の

中で、前年度監査結果と比較すると、収入事

務及び支出事務に係る――ごめんなさい、５

ページです。監査委員の青いこの報告書の５

ページの下のほう、ウ、その他の下の段です

ね。収入事務及び支出事務に関する課題が計

44件増加しているという、いわゆるそういっ

た、きちっとやるべきところがやられてなか

ったところが増えたということだということ

で受け止めておりますが、それは、もちろん

コロナ対策もありましたし、豪雨対策もあり

ましたから、職員の皆さんもとても多忙で、

非常に忙しい環境の中での仕事だったという

ふうには思いますが、一方で、私たち議会の

側から見れば、県民のためと思って専決処分

をしっかりやってきた、ところが、議会とし

て果たすべきチェック機能がうまく果たせて

なくて、そのことによっていわゆる事務にお

いて課題が生まれるということにつながった

のではないかというような懸念を私個人は持

っておりまして、常にそういう懸念は持って

いかなければならない、持たなければならな

い立場だというふうに思っております。 

 特に、決算額としては過去最高額、熊本地

震以上の１兆円を超える決算事項があったわ

けでありまして、つまり予算の出入りがあっ

たということでありますから、その予算の出

入りの中で、いわゆる専決処分というものが

かなり、もちろん全部じゃありませんけれど

も、相当例年よりもシェアとしてはずっと上

がっているというふうに思っておりますが、

そのことに対する影響について、これは誰に

聞こう――会計管理者と監査委員の方、お感

じになっていることについてお話しいただけ

ればと。よかですか。 

 

○野尾会計管理者 私、就任してまだ半年ぐ

らいなんですけれども、いろいろ話を聞いて

おります。 

 やはりミスというのは、回数が増えれば起

こる確率も一定にしても、件数としては増え

てくるのは、これは私どもとしては常なんで

すが、発生率を私たちとしていかに下げる

か。おっしゃったように、決算額が過去最高

ということは、それで本当ミスが増えて当た

り前という意識じゃいけませんので、それに

ついては、私たちとしては、もう一度気持ち

をしっかりと初心に戻って、先ほど、こちら

の意見書にも書いてありましたように、やは

り職員の意識の醸成とか、いろいろな――私

たち、いわゆる会計分野も、前のようにチェ

ックするだけではなくて、今は若手職員かな

り入れ替わっておりますので、支援するとい

う立場で意識を変えて、会計課もしっかりと

不慣れな職員には手取り足取り支援をしてい

きます。 

 ですから、今前川委員がおっしゃったよう

に、すべき予算がいっぱいついて、決算をし

て、それでミスが増えたということじゃいけ

ませんので、今後は、いわゆる事務の在り方
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については、しっかりともう一度全庁的に議

論をして、せっかくつけていただいたお金を

適正にどう執行するかは、今後、私たちはし

っかり考えていかなきゃいけないと、会計管

理者としては考えております。 

 ちょっと取り留めない意見でございます

が、以上でございます。 

 

○藤井監査委員 御指名でございますので、

答えさせていただきます。 

 過去最大の決算額になったということで、

大変必要な予算が増えたというこの中にあっ

て、職員の方々は、大変多忙な日々の中でや

ってきたと思います。 

 ただ、そうは言っても、きちっとした事務

管理をしていかなきゃいけないということの

中で、単純な入力ミスがかなり多かったとい

うのは、ちょっと残念な結果でございまし

た。 

 ただ、大きな指摘事項につながるようなも

のは、今回、総務部、公室は指摘事項はなか

ったということでございますので、より一層

気を引き締めて、管理者のほうも二重チェッ

ク、三重チェックをきちっとやると。 

 それと、やはり電子決裁が増えてきており

ますので、やはり書類で見ていたときと違っ

て留意する点も多いのかなということで、管

理者の方々にも、再度しっかりとした、課員

と一緒になった研修等も頑張っていただきた

いと思います。 

 あわせて、最近ＩＣＴの活用ということ

で、ＤＸというのが言われておりますが、業

務効率化とともに、やはりミスの生じない仕

組みづくり、今ちょうど会計システム等の予

算も、そういった観点から、総務部を中心

に、また企画のＤＸ部門を中心に議論をいた

だいておりますので、そういった点も含めて

やっていただけたらという感想を持っており

ます。 

 あわせて、議会のチェック機能ということ

の絡みをおっしゃいましたが、この点につき

ましては、やはりそういった事務的なところ

は、今内部統制の制度も始まりましたので、

中でやっぱりしっかり執行部がやっていく

と、併せて事業の効果等につきましては、し

っかり今までどおり議論を深めていただきな

がら、県民にとって大変有効な予算の執行に

つながりますことを、私どもとしては考えて

おります。 

 以上でございます。 

 

○前川收委員 一般論もお話をいただいたと

私は思っていますが、焦点は、全体予算の中

で何割かよく分かりません、シェアは計算し

ないと分からないんですけれども、一般会計

の中だけでもいいので、幾らぐらいが専決処

分だったのか、総務部長、きちっと分かって

いただいて、その専決処分をしたことによっ

て、皆さん方の作業効率というんですかね、

それは少し上がっただろうと思うんですね。

議会でこれをやると、こういう説明をしなく

ていい、執行機関を置いて、議会の議決が終

わるまでは執行できないということ、これは

もう当然のことだったんですけれども、それ

を専決によってうまく回すというような効果

は多分出ただろうというふうに思っています

が、今ももちろん専決処分をやっております

けれども、我々側とすれば、その専決処分に

よって県民に早く施策が届いていく、予算が

届いていくということはとても大切なことだ

というふうに思っておりますけれども、一方

で、そのことによっていわゆるチェック機能

が――我々側から見ればですよ。チェック機

能が怠慢になっているという指摘を受けたく

ないという思いがあります。 

 その点については、どう、まあ歳入全体を

見ていらっしゃる総務部長の、これは感想で

しか言えないと思いますけれども、今回の決

算結果も見ながら御意見をいただければと思

いますけれども、いかがでしょうか。 
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○平井総務部長 御指摘、しっかり受け止め

たいと思います。 

 専決をする際のいろんなやはり、段取りと

申しますか、作業をしていく中でのいろんな

段階での情報提供というのを、十分やってい

く必要があると思っております。 

 直接のチェックというのは、専決の報告、

承認という段階でまたお願いしたいと思って

おりますけれども、この専決という方式を取

らせてもらうことで、今ちょっとお話にもあ

りましたが、職員側としては、事業を行う時

間が長く取れるというメリットがあると思っ

ております。予算執行できる時間が遅れれば

遅れるだけ、短い時間で仕事をしなきゃいけ

なくなってしまいますので、今話題になって

おりましたようなミスを誘発することにもつ

ながるかと思います。事業を執行するという

上では、今のやり方を認めていただいている

ことは、私たちは、本来、メリットとして享

受、使わなきゃいけないんだろうと思ってい

ます。 

 ただ、結果として、こういう指摘事項にな

るようなミスが増えていることは、それ以外

の理由があるかと思いますので、このほうは

またしっかりと見ていきたいと思っておりま

す。 

 繰り返しになりますけれども、専決予算と

いうものをつくり上げていく段階では、様々

な形で情報提供しながら、皆様の御意見も反

映できるように取り組んでいきたいと、今後

とも考えたいと思います。 

 

○前川收委員 コロナウイルス、それから球

磨川を含めた豪雨災害、災害対応、この２つ

がメインでありまして、一般的な専決処分と

いうのはだんだん減るというふうに思いま

す。目的があって専決をやっているわけです

から、今から先ずっと専決でいいですよと言

っているわけでは全くありません。それは、

もう皆さん方も御承知のことだというふうに

思っております。 

 専決を行うときには、ぜひ議員の皆さん方

に、本来、集まって、委員会を通して、そし

て本会議で結論を出す、採決を採るというそ

の手順があるということを、ぜひ皆さん方に

は頭に置いていただきながら、議員の皆さん

方に対する説明、議案に対する説明――議案

じゃなくて予算に対するですね。議案になっ

てないんです。執行後に報告という議案にな

るわけですけれども、そのことについてはし

っかり考えて、十分に説明いただきますよう

にお願いをいたします。 

 以上です。 

 

○山口裕委員長 ほかにありませんか。 

 

○岩田智子委員 くまモンについてなんです

けれども、６ページですね。 

 広報の充実で、やっぱりここの詳しい施策

の成果には、いろんなウェブとか使った番組

とかテレビ広報とか、たくさん何かやって、

どれぐらいの人たちが見たというのが書いて

あるんですけれども、昨年と比べて成果がど

のぐらいあっているのかというのをちょっ

と、具体的に取り組んでいらっしゃる執行部

の方のほうの目というかな、ちょっとお話を

聞かせていただければと思います。 

 

○櫟本広報グループ課長 広報グループでご

ざいます。 

 岩田先生、確認でございますが、広報の全

般ということでのお尋ねでしょうか、それと

も、ＳＮＳ広告等もございますけれども。 

 

○岩田智子委員 目に見えて何か、これはす

ごく見ている人とかが増えるとか増えたと

か、反響がよかったとか、そういう具体的な

ことがあったら教えてください。 
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○櫟本広報グループ課長 分かりました。 

 令和２年度からＳＮＳ広告というのを始め

ておりますけれども、いわゆる県の広報とい

うものを若い方たちにも知っていただきたい

という思いを持って進めている取組でござい

ます。 

 当初、回数をどんどん増やしておりまし

て、令和３年度、４年度で、年間で30回打つ

ということで実施しているところでございま

す。 

 実際に、広告の、まあいろいろなＳＮＳ、

ＬＩＮＥですとかフェイスブック、インスタ

グラム、ツイッター等を使っておりまして、

かなりその広告の範囲というのは、具体的な

数値ということではないんですけれども、広

げて展開しているところでございます。 

 いわゆる、ＳＮＳを御覧いただくときとい

うのは、スマホで御覧いただくと、私たちが

ターゲティングというような形で、年齢とか

居住地とか、ホームページでいろいろと検索

された結果などに基づきまして、県の行って

おります事業でふさわしいターゲットを選択

しまして、そこに対して、いわゆるプッシュ

型で広報を展開していくということをやって

いるんですね。 

そういった広報と、あと既存の広報、テレ

ビ、ラジオ、「県からのたより」というのも

ございまして、昨年度に比べますと、今年度

というのは、例えば「県からのたより」、非

常にオーソドックスではございますけれど

も、はがきとか、御意見、お電話等でいろい

ろな、御批判も含めて、御意見はいただいて

いるところでございます。 

 具体的に、今、手元に何件というところの

数字はございませんけれども、昨年度よりか

かなり反響が多いということは感じておりま

して、ＳＮＳと既存の広報と、そのバランス

というのを今考えながら実施しておりますの

で、一定の効果は、我々、あると思っている

んですけれども、数字として今お伝えすると

いうところでは、手元の資料がございません

ので、そちらはまたお伝えしたいと思ってお

りますが。 

 

○岩田智子委員 ＳＮＳは、熊本に遊びに来

たら、くまモンに会わないようにまち歩きを

しようという企画とか、そういう何かくまモ

ンを見ない、会わないようにというような企

画があって、でも、全然だめなんですよ、す

ぐあるから。くまモンがあちこちにあるの

で、それはできないという、ティックトック

とかで若い子たちが挑戦、挑戦っていうか

な、そんなことしているおもしろい企画があ

ったんですけれども、くまモンがやっぱり、

この前も全国放送とかでも出ていましたけれ

ども、何かくまモンのそのキャラクター度が

どんどんどんどん広がってきているような私

は気がするんです。若い人から年齢の上の人

まで、すごい幅広くなっていると思うので、

諦めずにというかな、何かもっともっとどん

どんやってほしいなという気持ちで質問をし

たんです。 

 

○櫟本広報グループ課長 岩田先生、ありが

とうございます。 

 くまモンの関係ということで、我々広報の

ほうでは、くまモンが関わる事業のほうも広

報させていただいておりまして、非常に反響

あるかと思うんですけれども、直接のくまモ

ンの関連の事業については、くまモン関連で

把握をしておりますので、ちょっとそちらの

ほうでお答えをいただいて……。 

 

○脇くまモングループ課長 御指名がありま

したので、答えさせていただきます。 

 岩田先生がおっしゃられるように、大変、

くまモン、最近また露出も増えております。

先日も、ジュノン・スーパーボーイ・コンテ

ストということで、イケメンコンテストにも

出させていただいて、全国でも話題にさせて
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いただきました。現状でも、くまモンのツイ

ッター、80万人のフォロワーを超えていると

いうところで、順調に伸びております。 

 先ほど、御質問というか、御指摘があった

ように、ティックトックなんかでは、その拡

大して人気が広がっているくまモンを上手に

使っていただいて、くまモンに会わないよう

にしようという、逆のところで非常に喜ばし

い活動をしていただけるんじゃないかなとい

うふうに、大変好意的に私どもも見ていると

ころです。 

 また、引き続き、この伸びているくまモン

の認知度、ブランド力を使っていって、全

国、できれば世界に向けて情報発信していき

たいと思っております。 

 

○櫟本広報グループ課長 ちょっとすみませ

ん。補足させてください。先ほどの効果の部

分での補足でございます。 

 首都圏広報をやっている中で、マスコミ業

界に精通したＰＲ会社を通じまして、首都圏

メディアに取材の誘致などを行っておりま

す。 

 そうした中で、どのぐらい、その広報の換

算額を提示していただきまして、効果が出て

いるかというところを捉えているところなん

ですけれども、平成24年からずっとそのパブ

リシティーを見ておりまして、今現在で41億

円以上の広報の換算、広報効果が出ていると

いう、広告換算額でございますね。そちらで

効果のほうは把握をさせていただいていると

ころでございまして、もちろんまだまだ伸び

代があると思いますけれども、この首都圏に

向けても、熊本県の魅力、くまモンを含めま

して、どんどん情報発信をいたしまして、熊

本県の魅力、そして効果を上げていきたいと

いうふうに考えております。 

 

○岩田智子委員 ありがとうございました。 

 

○藤川隆夫委員 今のくまモンに関連するよ

うな話になるんですけれども、実は、海外プ

ロモーションの推進事業で4,200万弱の予算

が組まれていたと思いますけれども、結局、

このコロナ禍の中で、海外に対するプロモー

ションというのは、極めてやりづらい部分が

恐らくあったんだろうと思います。 

 その中で、具体的にどのような事業を展開

されたのかと、それの波及効果といいます

か、海外向けの波及効果、現在、少し入国緩

和されてきていますので、これからだろうと

思うんですけれども、それを見据えた恐らく

展開だろうと思うんですけれども、やられた

ことに関して、そして、これからに関してど

のように考えているのか、ちょっと教えてく

ださい。 

 

○脇くまモングループ課長 委員御指摘のと

おり、大変、非常に海外での渡航ができない

中で、厳しい状況にあります。ここ２年間

は、くまモン、海外に出動はしておりませ

ん。 

 その代替策ということで、くまモンＴＶと

言われるユーチューブでの広告、それから、

やっぱりグローバルチャンネルといって海外

向けのチャンネル、こういったところを通じ

て、ＳＮＳを中心に事業展開をさせていただ

いております。 

 物によっては、数十万回を超えるような動

画再生もあっておりますので、大変手応えを

感じているところでもございます。 

 また、併せて、輸出もいろいろ増えている

ところもございまして、くまモン関連商品、

昨年度で約1,500億円ぐらいの商品のうち、

海外分が――まだ全体の４％程度ぐらいでは

ありますが、67億円という形で、これは、国

内のほうが今ちょうどコロナ等もあって頭打

ちになっている中、海外については順調に伸

びているというところでございます。 

 今後は、当然、くまモンの海外への派遣
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も、当面考えてまたいかなきゃいけないと思

いますけれども、海外の事業者の皆様とタッ

グを組んで、くまモン関連商品を増やすこと

で、海外でのくまモンのブランド力、それか

ら認知度をさらに高めていきたいというふう

に考えております。 

 

○藤川隆夫委員 今、海外展開についてお話

をいただきまして、それはもうこれからも当

然続けていっていただくことが熊本県にとっ

ても有益だろうというふうに考えておりま

す。これは、ぜひやっていただきたいと思い

ます。 

 今後、まあ２年間、くまモン、海外に出て

ないという話なので、それも含めていろんな

展開を考えていただければというふうに考え

ております。よろしくお願いいたします。 

 もう１点お尋ねなんですけれども、防災セ

ンターの工事の中で、追加工事で巨石の撤去

というのが出ていましたけれども、これに関

しては、もともと県庁を最初に造ったときに

置かれていた巨石なのか、工事中に出てきた

巨石なのか、まずそれを教えていただければ

と思います。 

 

○永松財産経営課長 財産経営課でございま

す。 

 今、防災センターの北側のほうで工事をや

っておりますが、その中で、地下のほうを掘

っているときに巨石のほうが出ておりまし

て、推定で約150トンという大きな巨石が出

まして、それを割る作業とか、それらをやる

関係で時間を要したところでございます。 

 以上です。 

 

○藤川隆夫委員 分かりました。 

 もともと、ちょうど県庁のプロムナード、

入ってくるところかな、あそこにも大きな石

があったので、あの石なのかなとちょっと思

ったんだけど、工事している最中に出てきた

石ということですね。了解です。分かりまし

た。 

 

○山口裕委員長 ほかに質疑はありません

か。 

 

○堤泰之委員 税務課さんに聞きたかったん

ですけれども、納税が、徴収率が最高になっ

たということだったと思うんですけれども、

これは納税の電子化の影響があるのかな思っ

たんですが、今、県税の何％ぐらいが電子納

税になっているのかということをお聞きした

いということと、若手の職員さんが増えてい

らっしゃるということでしたが、今後のＤＸ

化によっての人員の計画というのは、大体ど

れぐらいの形で予想されていらっしゃるのか

をちょっとお聞きできればと思います。 

 

○坂口税務課長 税務課でございます。 

 電子納税の率につきましては、附属資料の

中にもございますが、クレジット納付につき

まして、5.5％、スマホ決済が5.2％、それと

従来からの口座振替、これが6.4％という率

になっておりまして、今現在では、令和３年

度の実績でございますが、キャッシュレス割

合は17.2％という率になっております。 

 本県の特徴といたしまして、まあ全国的な

傾向でもございますが、コンビニ納付を平成

18年から始めております。これが、順調に、

やっぱり利便性がいいということで、全体の

37.2％を占めているという状況でございまし

て、その他が窓口での納付ということになっ

ております。 

 すみません、ＤＸの件は、税務課への質問

ということでしょうか。 

 

○堤泰之委員 それが、どれぐらい効果があ

っているのかなと思ったものですから。 

 

○坂口税務課長 納期内納付の率を見てみま
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すと、先ほど申しましたコンビニの影響が特

に大きかったと思うんですが、10年前には70

％程度であったものが、現在、84.8％、これ

は自動車税の割合ですが、大きく伸びており

ます。 

 いわゆる、スマホとか電子納税等で利便性

を高めることによって徴収率の向上につなが

っているという傾向は、明らかに見られてい

るというふうに分析しております。 

 以上でございます。 

 

○堤泰之委員 今、職員さんというのは、こ

こ数年でどれぐらいの増減をされていらっし

ゃるんですか。 

 

○坂口税務課長 税務職員につきましては、

以前は県事務所単位でそれぞれ税務課がござ

いまして、平成25年度に広域化ということで

広域本部に集約のほうをしております。その

時点で240人ほどおりました徴収職員でござ

いますが、現在では215名という形で集約を

されているような状況でございます。 

 各振興局に税務課というのはなくなりまし

て、広域本部体制ということで専門性を高め

て、少数精鋭体制という形で取り組んでおる

ところでございます。 

 

○堤泰之委員 分かりました。ありがとうご

ざいます。 

 

○山口裕委員長 ほかにありませんか。 

 

○藤川隆夫委員 先ほどデジタル化等の話も

出ておりますけれども、私が議員になって最

初の監査委員のときに、実はペーパーレス化

の話が出ておりまして、それからもう20年ぐ

らい結局たっていると思うんですけれども、

このペーパーレス化による経費の削減等につ

いて、昨年あるいは５年前と比べてどの程度

削減できたのかというのが、もし分かるよう

であれば教えていただきたいと思います。 

 

○臼井財政課長 分かりませんが、すみませ

ん、コピーの枚数というのを管理調達課のほ

うで集約して調達しているところがあります

ので、それをちょっと後ほど比較すれば、枚

数から換算してどれぐらい削減したか、ある

程度推計できるかと思います。後ほど御回答

させていただきたいと思います。 

 

○藤川隆夫委員 そういう形で今までずっと

県庁は来ていると思いますし、これからもさ

らに進んでいくというふうに考えるわけなん

ですけれども、結構この紙の予算ってそれな

りにかかっていると思うので、その削減とい

うのは極めて重要だろうというふうに思って

おります。これから先ですね。 

 そういう意味において、やっぱり経年的に

どの程度削減できているのかというのは、や

っぱり執行部のほうでも把握しておく必要が

あるんだろうというふうに思っておりますの

で、よろしくお願いします。 

 

○坂本県政情報文書課長 補足で、すみませ

ん。紙の量ではございませんが、電子決裁率

につきまして、県政情報文書課でございます

が、お答えさせていただきます。 

 電子決裁につきましては、今年３月の半ば

にシステムを改修しまして、今電子決裁率を

上げているところでございますが、今年３月

の県庁全体の電子決裁率は47.8％ほどでござ

いましたが、８月末現在で77.5％ぐらいまで

上がっております。 

 来年度までには100％を目指そうと思って

おりますので、財務会計システムとかはまだ

今システムを作成中でございますが、それ以

外の部分については、大分ペーパーレス化に

よる電子決裁率が進んでいるという状況でご

ざいます。 

 以上です。 
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○藤川隆夫委員 はい、分かりました。 

 

○平井総務部長 補足ですけれども、ペーパ

ーレス化というのを進めるに当たって、一つ

の考え方として、今デジタル局というのがで

きておりますが、あそこはフリーアドレスと

いう、個人の特定の席を設けないというスタ

イルを取っております。 

これは、個人がそれぞれ紙での書類を保存

しないという考え方で、全てを電子の書類で

やっていこうと、そうすることによって、ど

こに座っても仕事ができますよねというよう

な体制をつくろうとしている、まあ実験的な

取組をやっております。 

 こういった取組を、今出ました電子決裁化

していく文書の電子化と合わせてこれから進

めていこうという形で、まさに道途中でござ

いますが、御指摘の視点を県庁としても大事

に取り組んでいきたいと思っております。よ

ろしくお願いいたします。 

 

○山口裕委員長 ほかにありませんか。 

  （「ありません」と呼ぶ者あり) 

○山口裕委員長 なければ、これで質疑を終

了いたします。 

 これより、午後１時まで休憩いたします。 

  午前11時31分休憩 

――――――――――――――― 

  午後０時58分開議 

○山口裕委員長 休憩前に引き続き委員会を

再開します。 

 それでは、これより健康福祉部の審査を行

います。 

 まず、執行部の説明を求めた後に、一括し

て質疑を受けたいと思います。 

 なお、執行部からの説明は、効率よく進め

るために、着座のままで簡潔にお願いしま

す。 

 それでは、健康福祉部長から総括説明を行

い、続いて、担当課長から順次説明をお願い

します。 

 初めに、沼川健康福祉部長。 

 

○沼川健康福祉部長 沼川です。 

 それでは、令和３年度決算の御説明に先立

ちまして、前年度の決算特別委員会において

御指摘のありました施策推進上改善または検

討を要する事項等のうち、健康福祉部関係に

つきまして、その後の措置状況を御報告いた

します。 

 １点目は、「未収金対策について、コロナ

禍の影響による未収金の増加とそれに伴う回

収の労力の増加が懸念されるが、公平性の観

点から、引き続き、適正な債権管理と徴収対

策の推進に努めること。」でございました。 

 健康福祉部では、部局長や関係各課長等で

構成する収入未済金対策会議を部独自に設置

し、未収金の状況の把握や課題の共有などに

取り組んでおります。 

 令和３年度は、全庁的な未収金対策連絡会

議が策定する未収金対策強化に向けた取組方

針に加え、部の対策会議で策定した取組方針

に基づき、貸付時や償還開始の段階で面談や

チラシの配布を行い、債務者の納入に対する

意識づけの徹底を図りました。また、口座振

替の促進等により新たな未収金の発生防止に

努めるとともに、債権の管理及び回収業務を

行う会計年度任用職員の配置や債務者の生活

状況等を把握するための償還協力員の活用、

債務者への催告強化等により未収金の解消を

図っております。 

 今後も、公平性の観点から、適切な債権管

理と徴収対策の推進に努めてまいります。 

 ２点目は、「公衆衛生総務費について、ウ

ィズコロナや新たな感染症に備え、医療体制

の充実が図られるよう、必要な予算の確保に

努めること。」でございました。 

 公衆衛生総務費につきましては、全ての県

民の健康増進、疾病予防を図るため、医療費
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の助成や医療機関における設備整備など、ソ

フト、ハード両面から医療体制の充実に向け

た予算確保に努めております。 

 各事業に要する予算は、これまでの執行状

況や医療機関等への要望調査を基に、適切に

所要額を確保しております。 

 また、令和４年度当初における公衆衛生総

務費については、前年度比18％増の497億858

万円余の歳出予算を御承認いただきました。

この中では、今年度から新たに、子供の虫歯

有病者率の抜本的な解決を図る熊本県口腔保

健支援センターの設置や、先天性代謝異常や

難聴を早期に発見し療養するため、希望する

全ての新生児が安心して検査を受けることが

できるよう、医療機関での検査費及び検査機

器購入に対する助成などの予算を確保してお

り、コロナ禍においても、保健衛生分野の喫

緊の課題に対する施策を着実に実施しており

ます。 

 なお、これ以外にも、公衆衛生分野では、

新たな感染症が発生した場合などの医療提供

体制の充実強化を図るため、今年度からの新

規事業として熊本大学病院に寄附講座を開設

し、今後５年間で９名程度の感染症専門医の

養成に取り組んでおります。 

 今後も、財政当局や関係機関と連携の上、

健康福祉部全体でウィズコロナや新たな感染

症に備え、必要な予算の確保に努めてまいり

ます。 

 続きまして、健康福祉部の令和３年度決算

の概要について御説明申し上げます。 

 お手元の決算特別委員会説明資料の１ペー

ジ、令和３年度歳入歳出決算総括表を御覧く

ださい。 

 まず、歳入でございますが、一般会計、母

子父子寡婦福祉資金特別会計及び国民健康保

険事業特別会計を合わせまして、収入済額は

2,933億4,049万円余で、調定額に対する収入

率は99.9％となっております。 

 不納欠損額は526万円余で、内容は、児童

保護費負担金等でございます。 

 また、収入未済額は１億9,793万円余で、

内容は、生活保護費返還徴収金、母子父子寡

婦福祉資金貸付金償還元金等でございます。 

 次に、歳出でございますが、一般会計、母

子父子寡婦福祉資金特別会計及び国民健康保

険事業特別会計を合わせまして、予算現額

4,519億8,317万円余に対し、支出済額は

4,204億5,262万円余となっております。 

 翌年度への繰越額は59億5,370万円余で、

主に新型コロナウイルス感染症対策や社会福

祉施設の整備等に関するものでございます。 

 また、不用額は255億7,684万円余で、内容

といたしましては、新型コロナウイルス感染

症に関する予算の実績額及び国民健康保険事

業特別会計における県内市町村の保険給付費

の実績額が見込みを下回ったこと等による執

行残でございます。 

 なお、今年度定期監査の指摘事項といたし

まして、国への交付金請求額の誤りによる収

入未済事案がございます。当該案件につきま

しては、部内での事務処理の不手際によるも

のであり、チェック体制を見直し、再発防止

に努めてまいります。 

 以上が健康福祉部の決算の概要でございま

す。詳細につきましては、この後、各課長が

御説明いたします。 

 御審議のほどよろしくお願い申し上げま

す。 

 

○山口裕委員長 引き続き各課長から説明を

お願いします。 

 

○井藤健康福祉政策課長 健康福祉政策課で

ございます。 

 まず、健康福祉部の本年度定期監査におけ

る指摘事項でございますが、医療政策課につ

いて、１件の指摘がございました。後ほど担

当課長から説明いたしますので、よろしくお

願いいたします。 
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 それでは、令和３年度の決算について御説

明申し上げます。 

 決算特別委員会説明資料の２ページをお願

いいたします。 

 まず、歳入についてですが、御覧いただい

ている２ページの使用料及び手数料から７ペ

ージの県債までのいずれにつきましても、不

納欠損額、収入未済額はございません。 

 続きまして、８ページを御覧ください。 

 ８ページ、ここからは歳出でございます。

主なものについて御説明申し上げます。 

 まず、８ページ下段、社会福祉総務費です

が、支出済額は９億2,110万円余となってお

ります。 

 主な事業は、備考欄に記載のとおりでござ

います。 

 なお、不用額１億3,924万円余につきまし

ては、住まいの再建支援事業における助成事

業の実績及び地域支え合いセンター運営支援

事業の実績が見込みを下回ったことにより、

執行残となったものでございます。 

 次に、９ページ下段、災害救助費でござい

ます。 

 支出済額は28億5,571万円余となっており

ます。 

 主な事業は、備考欄に記載のとおりでござ

います。 

 なお、不用額７億2,546万円余につきまし

ては、災害救助事業及び国庫負担金返納金の

実績が見込みを下回ったことにより、執行残

となったものでございます。 

 次に、10ページをお願いいたします。 

 上段の公衆衛生総務費でございますが、支

出済額は4,392万円余となっております。 

 主な事業は、備考欄に記載のとおりでござ

います。 

 なお、不用額841万円余につきましては、

保健統計調査事務費及び地域保健医療推進協

議会費に係る事務費の執行残などでございま

す。 

 続きまして、下段の保健所費は、県下10か

所の保健所の運営に係る経費でございます。

 支出済額は15億4,903万円余となっており

ます。 

 なお、不用額826万円余は、人件費及び管

理運営費に係る執行残などでございます。 

 以上が決算の概要になります。 

 続きまして、別冊の附属資料の１ページを

御覧ください。 

 明許繰越事業について御説明申し上げま

す。 

 まず、上段の福祉総務費及び中段の保健環

境科学研究所運営費につきましては、保健環

境科学研究所において、新型コロナウイルス

等の検査に使用する安全キャビネット用送風

機が感染拡大の影響により入手困難となった

ため、それぞれ92万円余及び50万円の繰越し

となったものでございます。 

 なお、事業は、本年４月末に完了しており

ます。 

 次に、県総合福祉センター管理費でござい

ますが、995万円余の繰越しを行っておりま

す。 

これは、県総合福祉センターの設備改修に

必要な資機材が入手困難で入札不調となった

ため、４年度に繰り越して実施するものでご

ざいます。 

 健康福祉政策課は以上でございます。 

 御審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

○椎場健康危機管理課長 健康危機管理課で

ございます。 

 まず、令和３年度の決算の説明をさせてい

ただきます。 

 お手元の説明資料の12ページを御覧いただ

きたいと思います。 

 まず、歳入につきまして、12ページから13

ページにかけまして使用料及び手数料、14ペ

ージから17ページにかけまして国庫支出金、

それから、17ページの中段の繰越金、下段の
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諸収入とございますが、いずれも不納欠損

額、収入未済額はございません。 

 続きまして、19ページをお願いいたしま

す。 

 歳出につきまして、主なものを御説明させ

ていただきます。 

 まず、上から３段目になりますけれども、

公衆衛生総務費でございますが、支出済額が

11億8,362万円余となっております。 

 主な事業は、備考欄に記載のとおりでござ

います。 

 なお、不用額4,526万円余につきまして

は、肝炎対策事業のうち、肝炎治療の医療費

助成の申請件数が当初の予定を下回ったこと

等によるものでございます。 

 続きまして、４段目の結核対策費でござい

ますが、支出済額が3,270万円となっており

ます。 

不用額3,638万円余につきましては、結核

患者医療費助成の申請及び検診費が当初の予

定を下回ったことによるものでございます。 

 続きまして、20ページをお願いいたしま

す。 

 予防費でございます。 

 支出済額が77億3,521万円余となっており

ます。 

 主な事業は、備考欄に記載のとおりでござ

います。 

 なお、不用額68億1,879万円余につきまし

ては、新型コロナウイルス感染症関連事業の

実施におきまして、各種助成に係る申請件数

が当初の予定を下回ったこと等による執行残

によるものでございます。 

 主なものとしましては、ワクチン接種体制

支援の関係で29億、県民広域接種センターの

関係で４億、それから医療費、それから検査

体制の整備に関するもので31億、保健所機能

の強化関係で２億といったような内容になっ

ております。 

 続きまして、21ページをお願いします。 

 ２段目の食品衛生指導費でございますが、

支出済額が５億121万円余となっておりま

す。 

 主な事業は、備考欄に記載のとおりでござ

います。 

 なお、不用額4,554万円余につきまして

は、コロナ禍による事業の見直しに伴う執行

残によるものでございます。 

 続きまして、22ページをお願いいたしま

す。 

 環境整備費でございますが、支出済額が２

億7,585万円余となっております。 

 不用額2,418万円余につきましては、主に

新型コロナウイルス感染症の発生に伴いまし

て、各種の講習会等の開催を見直す、あるい

は犬、猫の譲渡会などの開催を見送ったこと

などによりまして、執行残が発生したもので

ございます。 

 続きまして、別冊の附属資料の２ページを

お願いいたします。 

 明許繰越事業について御説明をさせていた

だきます。 

 １段目の新型コロナワクチン接種体制支援

事業でございますが、20億7,300万円を繰り

越しております。 

これは、新型コロナワクチンの追加接種の

支援に要する経費でございまして、年度内の

支出が完了しないため、繰越しをしたもので

ございます。 

 続いて、２段目でございます。 

 動物愛護推進事業でございますが、5,468

万円余を繰り越しております。 

これは、新動物愛護センターの整備事業に

要する経費でございますが、造成工事等につ

いて年度内の完了が困難であったため、繰り

越したものでございます。 

造成工事につきましては現在工事を進めて

おりまして、今回の繰越し分については、10

月末ぐらいには終わるということで報告を受

けているところでございます。 
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 健康危機管理課は以上でございます。 

 御審議のほどよろしくお願いします。 

 

○下村高齢者支援課長 高齢者支援課でござ

います。 

 令和３年度の決算について御説明をさせて

いただきます。 

 説明資料にお戻りいただきまして、23ペー

ジをお願いいたします。 

 まず、歳入についてですが、このページの

使用料及び手数料、次のページの国庫支出

金、25ページの繰越金及び諸収入の全ての歳

入につきまして、不納欠損額及び収入未済額

はございません。 

 続きまして、26ページをお願いいたしま

す。 

 歳出について御説明いたします。 

 まず、民生費、社会福祉費の社会福祉総務

費において、3,900万円余の不用が生じてお

ります。 

これは、福祉系高校修学資金等貸付事業費

補助などにおいて、執行額が当初の見込みを

下回ったことによるものでございます。 

 次に、老人福祉費で23億5,100万円余の不

用が生じております。 

これは、令和２年度に慰労金支給などを全

額国庫負担で実施しました新型コロナウイル

ス感染症緊急包括支援事業における確定処理

後の残額などでございます。 

 次のページをお願いいたします。 

 老人福祉施設費で５億6,200万円余の不用

額が生じておりますが、これは、介護基盤緊

急整備等事業費や新型コロナ対策に係る簡易

陰圧装置、換気設備支援事業などにおいて、

実績額が当初の見込みを下回ったことなどに

よるものでございます。 

 続きまして、別冊のほうをお願いします。 

 別冊の附属資料３ページをお願いいたしま

す。 

 繰越事業について御説明いたします。 

 まず、明許繰越しについてでございます

が、３ページから４ページの１段目までの施

設開設準備経費助成特別対策事業につきまし

ては、４市町村分で合計１億5,600万円余の

繰越しを行っております。 

これは、需要の高まりにより資機材の入手

に不測の日数を要したことによるものでござ

います。 

 次の段の新型コロナ対策分の掛かり増し経

費を助成します介護サービス事業所等におけ

るサービス継続事業費で３億4,800万円余

の、次の高齢者施設や保育所等の従業員に対

して集中的検査を実施します高齢者施設等に

おけるクラスター発生防止対策事業で14億

6,500万円余の繰越しを行っております。 

これは、いずれも新型コロナウイルス感染

の長期化に対応するため、繰り越したもので

ございます。 

 次に、施設整備に係る分としまして、５ペ

ージの老人福祉施設整備等事業で１億6,000

万円の、２段目から６ページ２段目までの介

護基盤緊急整備等事業で４市町村分合計４億

5,300万円余の、６ページ３段目の介護施設

等における簡易陰圧装置・換気設備支援事業

で3,400万円余の繰越しを行っております。

 これらは、いずれも需要の高まりにより資

機材の入手に不測の日数を要したことによる

ものでございます。 

 次に、７ページの介護施設等の家族面会室

における新型コロナウイルス感染症対策のた

めの整備支援事業で9,100万円の、２段目か

ら８ページまでの老人福祉施設整備等事業経

済対策分で合計３件、2,700万円余の繰越し

を行っております。 

これらは、いずれも国の経済対策を受けて

２月補正で予算措置を行ったため、年度内の

執行が困難となり、繰り越したものでござい

ます。 

 最後に、９ページをお願いいたします。 

 事故繰越について御説明いたします。 
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 介護施設における感染拡大防止ゾーニング

環境等整備支援事業、３次補正分で１市分

3,000万円余の事故繰越を行っております。  

これは、需要の高まりにより資機材の入手

が不測の日数を要したことや、工期の変更等

が必要となったことによるものでございま

す。 

 ただいま報告させていただきました繰越し

や事故繰越の事業につきましては、いずれも

年度内の完了を予定しております。 

 引き続き進捗状況の管理に努めてまいりま

す。 

 高齢者支援課は以上でございます。 

 御審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

○本田認知症対策・地域ケア推進課長 認知

症対策・地域ケア推進課の本田でございま

す。 

 令和３年度の決算について説明させていた

だきます。 

 説明資料の28ページをお願いいたします。 

 まず、歳入でございますが、使用料及び手

数料、国庫支出金、29ページの財産収入、繰

越金、諸収入でございますが、いずれも不納

欠損額、収入未済額はございません。 

 おめくりいただきまして、31ページをお願

いいたします。 

 歳出について御説明いたします。 

 民生費、社会福祉費の老人福祉費でござい

ますが、支出済額として279億333万円余とな

っております。 

 事業の概要につきましては、資料記載のと

おりでございます。 

 翌年度繰越額1,824万円余でございます

が、後ほど別冊の附属資料で御説明いたしま

す。 

 １億3,036万円余の不用額が生じておりま

すが、介護給付費県負担金交付事業の実績額

が見込額を下回ったこと等による執行残でご

ざいます。 

 衛生費、公衆衛生費の公衆衛生総務費でご

ざいますが、支出済額として79万円余となっ

ております。 

 事業の概要につきましては、資料記載のと

おりでございます。 

 344万円余の不用額が生じておりますが、

新型コロナウイルスの影響によりまして、各

圏域で実施する在宅医療に係る地域会議が実

施できなかったこと等による執行残でござい

ます。 

 医薬費の医務費でございますが、支出済額

として1,316万円余となっております。 

 事業の概要につきましては、資料記載のと

おりでございます。 

 続きまして、別冊の附属資料の10ページを

お願いいたします。 

 明許繰越事業の説明をさせていただきま

す。 

 「通いの場」における介護予防活動促進事

業でございますが、1,500万の繰越しを行っ

ております。 

これは、新型コロナウイルスの影響によ

り、高齢者の体力測定や身体機能の評価がで

きなかったことから、繰り越したものでござ

います。 

 本事業につきましては、１月末に事業完了

する見込みでございます。 

 また、下段の事業につきましては、国の経

済対策に伴う事業であり、通いの場のホーム

ページ制作について、年度内の完了が困難な

ために繰り越したものでございます。 

 本事業につきましても、１月末に事業完了

する見込みでございます。 

 認知症対策・地域ケア推進課は以上でござ

います。 

 御審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

○原田社会福祉課長 社会福祉課でございま

す。 

 令和３年度の決算について説明をいたしま
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す。 

 説明資料の32ページをお願いいたします。 

 まず、歳入について説明いたします。 

 32ページの使用料及び手数料、中段の国庫

支出金から34ページ下段の財産収入までにつ

きましては、不納欠損額、収入未済額はござ

いません。 

 35ページの諸収入につきまして、8,924万

円余の収入未済額がございますが、これにつ

きましては、後ほど別冊の附属資料にて説明

をいたします。 

 次に、36ページをお願いいたします。 

 歳出につきまして、主なものを説明いたし

ます。 

 まず、民生費、中段の社会福祉総務費でご

ざいますが、支出済額は110億9,240万円余

で、主な事業は、備考欄に記載のとおりでご

ざいます。 

 不用額2,269万円余のうちの主なものは、

生活福祉資金貸付事業及び小規模法人ネット

ワーク化協働推進事業の執行残でございま

す。 

 次に、下段の遺家族等援護費でございます

が、支出済額は6,513万円で、不用額1,988万

円余のうち主なものは、引揚者等援護扶助費

及び特別給付金等支給事務費の執行残でござ

います。 

 37ページをお願いいたします。 

 生活保護費のうち、生活保護総務費でござ

いますが、支出済額は10億7,872万円余で、

主な事業は、備考欄に記載のとおりでござい

ます。 

 不用額の１億7,788万円余のうち主なもの

は、生活困窮者自立支援金、新型コロナウイ

ルスセーフティーネット強化事業及び生活困

窮者総合相談支援事業の執行残でございま

す。 

 38ページをお願いいたします。 

 上段の扶助費でございますが、支出済額は

37億9,531万円余で、不用額の6,906万円余

は、生活保護費所要額が見込額を下回ったこ

とによるものでございます。 

 次に、下段の衛生費の精神保健費でござい

ますが、これはひきこもり支援推進事業で支

出済額は806万円余、不用額は118万円余で、

コロナウイルス感染症の影響で研修会の開催

ができなかったことなどによるものでござい

ます。 

 以上が歳入、歳出の概要でございます。 

 続きまして、別冊附属資料の11ページをお

願いいたします。 

 繰越事業について説明いたします。 

 住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付

金ですが、これは国の補正予算による事業で

ありまして、市町村が住民税非課税世帯等に

10万円を給付する事業に関する県の事務事業

費につきまして、給付時期の関係で年度内の

執行が困難なことから、繰越しをしているも

のでございます。 

 次に、19ページをお願いいたします。 

 収入未済について説明をいたします。 

 １の歳入決算の状況でございますが、生活

保護費返還徴収金の収入未済額が7,922万円

余、次の段の年度後返納の収入未済額が110

万円余となっております。 

これは、債務者が生活保護受給中または生

活困窮の状態にあることから、収入未済とな

っているものでございます。 

 令和３年度の収入未済額の増加の理由とし

ましては、障害年金の遡及受給が発生した際

に、遡及年金の振込の把握までに、返還対象

となる収入の消費が進むなどしまして、未収

金が増える結果となりました。 

また、就労収入の無申告や過少申告による

不正受給事案も発生しましたが、不正受給発

見時には既に使い切るなどし、徴収に至らな

かったものでございます。 

 また、収入も含めた生活状況の把握は、被

保護者宅への訪問調査時に行いますが、新型

コロナウイルス感染防止策として、直接の訪
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問に代わり、電話連絡による生活状況の確認

にならざるを得なかったことで正確な収入の

把握が遅れたことも、収入未済額の増加理由

の一つと考えております。 

 20ページをお願いいたします。 

 未収金対策でございますが、まず、発生防

止策としまして、収入申告義務確認書を保護

の開始時だけではなく毎年１回徴取するな

ど、収入申告義務の周知徹底を図るととも

に、資産調査を年に２回以上行っておりま

す。 

 また、未収金削減に向けた取組としては、

本庁に滞納整理員を配置し、回収に取り組む

とともに、生活保護費との相殺を強化してお

ります。 

 今後も、収入申告義務の徹底等による未収

金発生の未然防止、それから、債権の早期発

見、早期対応により収入未済額の縮減に努め

てまいります。 

 次に、21ページをお願いいたします。 

 まず、歳入決算の状況でございますが、生

活保護世帯進学応援資金貸付金回収金の収入

未済額が880万円余、次の段の雑入の収入未

済額、これは遅延利息分ですが、10万円余と

なっております。 

 本貸付けは、生活保護世帯から大学等への

進学のため世帯分離した方へ生活費を貸し付

けるもので、もともと厳しい状況の中で、卒

業後も不安定な職に就いたり、失業あるいは

精神疾患等の傷病の影響などにより生活が困

窮し、償還が滞っているものでございます。 

 次に、収入未済額の推移でございます。 

 令和３年度の増加理由としましては、貸付

期間が終了し、償還者が増加したことや生活

の困窮により償還が滞っているためでござい

ます。 

 次に、22ページをお願いします。 

 未収金対策の取組ですが、滞納発生前の防

止策として、貸付申込時及び償還開始時に、

借受人や連帯借受人と直接面談し、返済に関

する十分な意識づけを行うとともに、徴収活

動に関しては、滞納者の滞納状況や生活状況

等を把握した上で未収金の徴収活動を行った

ところでございます。 

 今後も収入未済額の縮減に努めてまいりま

す。 

 続きまして、33ページをお願いいたしま

す。 

 不納欠損について説明いたします。 

 生活保護費返還徴収金につきまして、債務

者の死亡による相続放棄や時効成立を理由と

して、合計で５件、180万8,000円の不納欠損

処分を行っております。 

 社会福祉課は以上でございます。 

 御審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

○木村子ども未来課長 子ども未来課でござ

います。 

 令和３年度の決算につきまして御説明申し

上げます。 

 本体説明資料の39ページをお願いいたしま

す。 

 まず、歳入につきまして御説明申し上げま

す。 

 最上段、分担金及び負担金の未熟児養育費

負担金について収入未済がございます。後ほ

ど別冊の附属資料で御説明いたします。 

 その下の使用料及び手数料の欄から、おめ

くりいただきまして、40ページからは国庫支

出金が続いております。さらにおめくりいた

だきまして、43ページ下段の財産収入、そし

て44ページの繰入金、繰越金、諸収入まで、

全て不納欠損、収入未済はございません。 

 続きまして、歳出につきまして、主なもの

を御説明いたします。 

 おめくりいただき、46ページをお願いいた

します。 

 児童福祉総務費でございますが、６億

6,319万円余の不用額が生じております。 

これは、放課後児童クラブ等の新型コロナ
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ウイルス感染症拡大防止事業等における実績

額の減などによるものでございます。 

 翌年度への繰越額１億9,423万円余につき

ましては、後ほど別冊の附属資料で御説明を

いたします。 

 続きまして、47ページをお願いいたしま

す。 

 児童措置費につきまして、９億2,864万円

余の不用額が生じております。 

これは、子供のための教育・保育給付費、

市町村の事業でございますが、この県負担金

の実績の減によるものでございます。 

 次の児童福祉施設費につきましては、１億

201万円余の不用額が生じております。 

これは、特別保育総合推進事業等の実績額

の減などによるものでございます。 

 下段の私学振興費につきまして、6,956万

円余の不用額が生じております。 

これは、認定こども園施設整備事業等にお

ける実績額の減などによるものでございま

す。 

 翌年度繰越額2,421万円余につきまして

は、後ほど別冊の附属資料で御説明をいたし

ます。 

 続きまして、49ページをお願いいたしま

す。 

 下段の民生施設補助災害復旧費につきまし

ては、５億3,400万円余の不用額が生じてお

ります。 

これは、令和２年７月豪雨の児童福祉施設

等災害復旧事業における令和３年度内の実施

分について、実績額が減になったことによる

ものでございます。 

 続きまして、別冊の附属資料をお願いいた

します。 

 12ページでございます。 

 明許繰越事業４件について御説明いたしま

す。 

 まず、最上段の放課後児童クラブ施設整備

事業につきまして、2,438万9,000円を繰り越

しております。 

これは、放課後児童クラブの施設整備に係

る経費で、令和３年度中に３市町村４施設が

着工したものの、新型コロナウイルス感染症

拡大に伴い、資材等の需要が高まり、その入

手に不測の日数を要したことにより、年度内

に完了することができなかったものです。 

現在は、ほぼ完了しております。 

 ２段目の放課後児童健全育成事業等におけ

るＩＣＴ化推進事業につきましては、2,117

万5,000円を繰り越しております。 

これは、コロナ禍における新たな日常に対

応し、放課後児童クラブ等における業務のＩ

ＣＴ化を推進するための経費で、２月議会に

補正予算を計上させていただいたものです。

 令和３年度中には事業の実施ができません

でしたので、全額繰り越しております。 

今年度の申請手続はこれからとなりますの

で、各施設のＩＣＴ化支援に向け、市町村に

働きかけを行ってまいります。 

 次に、３段目の放課後児童健全育成事業等

感染拡大防止対策支援事業（経済対策分）に

ついて、１億4,866万9,000円を繰り越してお

ります。 

これは、放課後児童クラブ等を継続的に提

供していくための感染防止対策に要する経費

の補助で、こちらも２月議会において補正予

算として計上させていただいたものです。 

議決後、直ちに資材購入等が必要であった

３市町村の80施設分につきまして、令和３年

度中の事業を実施させていただき、残額を全

額繰り越したものでございます。 

 今年度の申請手続はこれからとなりますの

で、こちらも各市町村に対し働きかけてまい

ります。 

 最後に、認定こども園施設整備事業費につ

きましては、１園の改築事業におきまして

2,421万6,000円を繰り越しております。 

新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、技

術者確保が難航し、年度内の事業完了が困難
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となったものでございますが、工事につきま

しては、今月完了となっております。 

 続きまして、23ページをお願いいたしま

す。 

 未熟児養育医療費の保護者負担金に係る収

入未済について御説明申し上げます。 

 まず、１の歳入決算の状況につきまして

は、収入未済額２万8,000円となっておりま

す。 

 ２の収入未済額の推移につきましては、令

和元年度から令和３年度にかけて８万7,000

円の減少となっております。 

 ３の収入未済額の状況につきましては、債

務者の方は３名で、内訳としては、分割納付

中の方が１名、電話や文書による督促などに

なかなか応じていただけない方が２名となっ

ております。 

 ４の未収金対策でございますが、これらは

平成25年度に市町村に事務が移管される以前

の過年度分のみでございまして、昨年度も、

全ての債務者の方について、市町村を通じて

資産等の確認調査を行い、現況を把握した上

で、納付見込みがある方に電話催告を実施し

ましたが、納付いただけませんでした。引き

続き粘り強く回収に努めてまいります。 

 子ども未来課は以上でございます。 

 御審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

○岩村子ども家庭福祉課長 子ども家庭福祉

課でございます。 

 令和３年度の決算につきまして御説明を申

し上げます。 

 説明資料の50ページをお願いいたします。 

 まず、一般会計の歳入につきまして御説明

をさせていただきます。 

 一番上の分担金及び負担金の児童保護費負

担金につきましては、児童の施設入所に伴う

保護者の負担金でございますが、不納欠損と

収入未済がございますので、後ほど別冊の附

属資料で御説明をさせていただきます。 

 その下、使用料及び手数料の欄から、ペー

ジをおめくりいただきまして、52ページの下

から２段目の繰越金の部分まで、不納欠損及

び収入未済はございません。 

 52ページをお願いいたします。 

 一番下の貸付金元利収入の要保護児童進学

応援資金貸付金回収金につきましては、収入

未済がございますので、後ほど附属資料で御

説明をさせていただきます。 

 53ページをお願いいたします。 

 一番下の年度後返納につきましては、児童

扶養手当の過年度分の返納金等でございま

す。  

収入未済がございますので、後ほど附属資

料で御説明をさせていただきます。 

 54ページをお願いいたします。 

 一般会計の歳出につきまして、主なものを

御説明させていただきます。 

 中段の社会福祉施設費につきましては、

1,153万円余の不用額が生じております。 

これは、女性一時保護管理運営費等の実績

額が見込みを下回ったことによるものでござ

います。 

 下段の児童福祉総務費につきまして、１億

432万円余の不用額が生じております。 

これは、国庫支出金精算返納金が見込みよ

りも少なかったことなどによるものでござい

ます。 

 55ページをお願いいたします。 

 上段の児童措置費につきまして、２億

3,498万円余の不用額が生じております。 

これは、児童養護施設等への入所及び里親

委託に係る措置費等の実績額が見込みを下回

ったことによるものでございます。 

 下段の母子福祉費につきましては、１億

1,646万円余の不用額が生じております。 

これは、低所得の子育て世帯生活支援特別

給付金等の実績額が見込みを下回ったことに

よるものでございます。 

 56ページをお願いいたします。 
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 児童福祉施設費につきましては、１億

9,704万円余の不用額が生じております。 

これは、児童養護施設等における新型コロ

ナ対策支援等の実績額が見込みを下回ったこ

とによるものでございます。 

 翌年度繰越しにつきましては、後ほど附属

資料で御説明いたします。 

 続きまして、57ページをお願いいたしま

す。 

 母子父子寡婦福祉資金特別会計の歳入でご

ざいます。 

 上段の繰越金につきましては、令和２年度

からの繰越金でございます。 

 中段の資金貸付金償還元金と最下段の年度

後返納で収入未済がございますので、後ほど

附属資料で御説明をさせていただきます。 

 58ページをお願いいたします。 

 歳出でございます。 

 母子父子寡婦福祉資金につきましては、

2,837万円余の不用額が生じておりますが、

これは、貸付実績額が見込みより少なかった

ことによるものでございます。 

 続きまして、別冊の資料をお願いいたしま

す。 

 13ページをお願いいたします。 

 明許繰越事業につきまして、主なものを御

説明いたします。 

 上から２段目の清水が丘学園整備事業につ

きまして、5,241万7,000円を繰り越しており

ます。 

これは、基本設計、児童棟の詳細設計及び

造成設計に時間を要したためでございます。 

 次に、上から３段目の児童養護施設等にお

ける新型コロナ対策支援事業（経済対策分）

につきまして、２億3,126万7,000円を繰り越

しております。 

これは、児童養護施設などにおける新型コ

ロナウイルスの感染症拡大防止対策に要する

経費で、国の経済対策分の補正予算として２

月補正予算に計上させていただいたもので

す。 

令和３年度中には事業の実施ができません

でしたので、全額繰越しをさせていただいて

おります。 

 このページに記載の事業につきましては、

いずれも今年度の３月末までに事業完了の予

定でございます。 

 続きまして、24ページをお願いいたしま

す。 

 収入未済につきまして御説明をさせていた

だきます。 

 児童保護費負担金の収入未済でございま

す。 

これは、児童養護施設等への入所措置に伴

う保護者の負担金でございます。 

 まず、１の歳入決算の状況につきまして、

不納欠損額が319万3,000円、収入未済額が3,

708万7,000円となっております。 

児童保護費負担金は、児童福祉法に基づ

き、保護者の所得に応じた負担が定められて

おりますが、そもそも保護者が虐待を否定す

るなど児童の施設入所に納得していないケー

スがある、生活に困窮している世帯が多いと

いった事情により徴収が難しいケースがござ

いまして、収入未済が発生してしまったとこ

ろでございます。 

 ２の収入未済額の過去３か年の推移でござ

いますが、令和３年度は、前年度から額にし

て88万3,000円の増となっております。 

 ３の収入未済額の状況でございますが、債

務件数は4,075件、そのうち分割納付中が

2,130件で、全体の５割を占めております。

また、非協力的なケースが1,709件、生活困

窮が76件という状況でございます。 

 ４の未収金対策でございます。 

 預金調査を実施しておりますが、預金等が

なかったため、文書等による催告を継続的に

実施しております。 

未然防止対策につきましては、新規ケース

について、施設入所時の保護者説明の徹底、
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口座振替手続の推奨などの取組を行っており

ます。 

 すぐには削減はなかなか難しい状況でござ

いますけれども、地道に丁寧にコンタクトを

切らさないよう、引き続き未収金の解決に努

めてまいります。 

 25ページをお願いいたします。 

 上段の要保護児童進学応援資金につきまし

ては、児童養護施設等を退所し、大学等へ進

学する児童に対しまして生活資金を貸し付け

る制度として、平成27年度まで実施していた

事業でございます。 

収入未済額が28万円生じております。 

 ２段目の年度後返納は児童扶養手当の返納

金で、年金受給等により手当の受給資格を失

った後にも手当を受け取られていたため、返

納が生じたものでございます。 

収入未済額が1,736万4,000円となっており

ます。 

 次に、２の収入未済額の過去３か年の推移

でございますが、応援資金につきましては平

成30年度から未収金が発生し、昨年度は未収

金の増減はございません。 

 児童扶養手当返納金は、令和３年度は、前

年度から26万6,000円の減となっておりま

す。 

 26ページをお願いいたします。 

 ３の収入未済額の状況につきまして、応援

資金の債務者は１名でございます。 

児童扶養手当返納金につきましては、債務者

は60名で、全員が分割納付中でございます。 

 ４の未収金対策につきまして、２つの債権

とも債務者と丁寧に連絡を取りながら、納付

の勧奨と確認に努めております。 

 また、児童扶養手当返納金につきまして

は、訪問回数、催告回数を増やすなどの取組

強化を促し、各福祉事務所におきましては、

夜間の催告、分納計画の見直し、家庭訪問等

を実施しております。 

 本庁から福祉事務所へのヒアリングで、個

別ケースへの助言も行っております。 

 また、障害年金等の遡求認定による返納が

多いことから、年金事務所への年金受給一斉

照会を実施し、高額返納債権の発生抑止に努

めております。 

 27ページをお願いいたします。 

 特別会計の収入未済でございます。 

 上段の母子父子寡婦福祉資金貸付金につき

ましては、母子家庭等に対し修学資金や生活

資金などを貸し付けるもので、償還金の収入

未済額が4,168万9,000円生じております。 

 次の段の年度後返納につきましては、学校

を中退した場合など、その貸付けの中止時に

発生するもので、収入未済額は141万9,000円

となっております。 

 次に、２の収入未済額の過去３か年の推移

でございますが、前年度から約114万円増加

しております。 

 28ページをお願いいたします。 

 ３の収入未済額の状況でございますが、債

務者は合計で316名、そのうち約７割の236名

が分割納付中でございます。そのほかは、生

活困窮が45名、所在不明が26名という状況で

ございます。 

 次に、４の未収金対策につきまして、下か

ら２番目のポツでございますが、債務者を徴

収の困難性により４分類に分けて管理するこ

とで、効率的な徴収活動の実施に取り組んで

おります。 

 少しページが飛びますけれども、34ページ

をお願いいたします。 

 不納欠損でございます。 

 児童保護費負担金につきまして、備考欄に

記載しておりますとおり、債務者の生活困窮

等により債権が消滅したため、625件、319万

3,000円を不納欠損処理しております。 

 子ども家庭福祉課は以上でございます。 

 御審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

○米澤障がい者支援課長 障がい者支援課で
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ございます。 

 令和３年度の決算の説明をさせていただき

ます。 

 説明資料にお戻りいただきまして、59ペー

ジをお願いいたします。 

 まず、歳入について、主なものを御説明い

たします。 

 まず、分担金及び負担金についてですが、

児童保護費負担金で不納欠損額が26万円余、

収入未済額が639万円余となっています。 

 ２段下のこども総合療育センター負担金に

ついても、収入未済額が14万円余となってお

ります。その詳細につきましては、後ほど別

冊の附属資料で御説明させていただきます。 

 次に、１枚おめくりいただきまして、60ペ

ージからの使用料及び手数料につきまして

は、不納欠損額及び収入未済額はございませ

ん。 

 これと同様に、61ページ下段からの国庫支

出金から64ページまでこれが続きますけれど

も、これにつきましても、不納欠損、収入未

済額はございません。 

 飛びまして、65ページお願いいたします。 

 65ページからは、財産収入、下段の寄附金

に続きますけれども、１枚おめくりいただき

まして、66ページの上段、繰越金、こちらに

つきましても、不納欠損額及び収入未済額は

ございません。 

 66ページ中段の諸収入につきまして御覧く

ださい。 

 こちらにつきましては、67ページにござい

ます各種団体精算返納金で収入未済額が49万

円余になっております。この詳細は、後ほど

別冊の附属資料で御説明させていただきま

す。 

 続きまして、68ページをお願いいたしま

す。 

 歳出について、主なものを御説明いたしま

す。 

 68ページ、障害者福祉費でございますけれ

ども、14億506万円余の不用額が生じており

ます。 

これは、備考欄に記載のとおり、主に令和

２年度からの繰越事業でございます。 

新型コロナウイルス感染症緊急包括支援交

付金事業というものがございますけれども、

こちらの実績が見込みを下回ったことによる

ものでございます。 

 続きまして、69ページ中段の児童措置費で

ございますが、3,472万円余の不用額が生じ

ております。 

これは、主に障害児の施設への入所または

通所の利用実績が見込みを下回ったことによ

るものでございます。 

 次に、下段の児童福祉施設費において

4,505万円余の不用額が生じております。 

これは、主にこども総合療育センターにお

いて、措置入園児の数が見込みを下回ったこ

とによるものでございます。 

 次に、１枚おめくりいただきまして、70ペ

ージ御覧ください。 

 中段の精神保健費において4,284万円余の

不用額が生じております。 

これは、主に精神保健医療費の実績が見込

みを下回ったことなどによるものでございま

す。 

 駆け足で恐縮でございます。 

 続きまして、別冊資料を御覧ください。 

14ページをお願いいたします。 

 14ページから明許繰越しについて御説明さ

せていただきます。 

 14ページ、１段目の更生相談所施設設備事

業、こちらにつきましては、福祉総合相談所

にあります更生相談所におきまして、聴力検

査などの検査機器に要する経費として、新型

コロナウイルスの影響により資機材の入手に

不測の日数を要したために繰越しをさせてい

ただいたものでございます。 

こちらにつきましては、既に納品が行わ

れ、完了しているところでございます。 
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 ２段目の福祉センター設備等改修事業でご

ざいますけれども、こちらは熊本県身体障害

者福祉センターにおきます男子トイレの自動

水栓化などの感染防止対策に要する経費でご

ざいまして、需要の高まりにより資材等の入

手に不測の日数を要したために繰越しをさせ

ていただいたものでございます。 

こちらにつきましては、現在入札が終わっ

ておりまして、今年度中には完了の予定とい

うところでございます。 

 ３段目、障害福祉分野のＩＣＴ・ロボット

等導入支援事業(Ｒ３経済対策分)、こちらに

つきましては、国の経済対策を受けて２月補

正で予算措置を行わせていただいたものでご

ざいますけれども、年度内の執行が困難とな

り、繰越しをさせていただいたものでござい

ます。 

いずれも本年度内には完了予定というとこ

ろでございます。 

 14ページから16ページにかけまして、障が

い者福祉施設整備費が幾つかございます。 

 14ページ目下段の通常の施設整備費でござ

いますけれども、１施設で2,460万円余の繰

越しをさせていただいたところでございま

す。 

こちらにつきましては、資材の確保等に不

測の日数を要したことによるものでございま

す。 

既に完了しているところでございます。 

 15ページでございまして、こちらの４施設

で、これは国の経済対策分によるものでござ

いますけれども、合計で１億4,665万円余を

繰越しさせていただいております。 

国の経済対策を受けまして２月補正予算で

予算措置を行わせていただいたため、年度内

の執行が困難となり、繰越しをさせていただ

いたものでございます。 

いずれも今年度中には完了予定というとこ

ろで進めているところでございます。 

 16ページ御覧ください。 

 上段の施設整備につきましては、コロナ対

策分ということで、１施設389万円余の繰越

しを行っております。 

こちらにつきましても、年度内の措置が困

難となったことから繰越しをさせていただい

たものでございまして、こちらにつきまして

は、既に完了しているところでございます。 

 16ページ目下段の精神保健福祉センター維

持補修費についてでございますけれども、同

センターにおきます男子トイレの自動水栓化

などの感染対策に要する経費でございまし

て、需要の高まりにより資材の入手が困難に

なったことから繰越しをさせていただいたも

のでございます。 

こちらにつきましては、現在入札が終わっ

ておりまして、年度内の完了予定というとこ

ろでございます。 

 17ページを御覧ください。 

 事故繰越につきまして御説明させていただ

きます。 

 障がい者福祉施設整備費で１億9,654万円

余の事故繰越を行っているところでございま

す。 

これは、浸水想定区域内からの移転新築工

事を行う整備費でございますけれども、新型

コロナウイルスの感染拡大等の影響によりま

して、関係機関との協議に時間を要したこと

から、年度内での事業完了が困難となったた

めに、やむを得ず事故繰越をさせていただい

たものでございます。 

今年度中には、事業完了予定というところ

で調整をさせていただいております。 

 続きまして、飛びまして、29ページを御覧

ください。 

 収入未済につきまして御説明させていただ

きます。 

 １の歳入決算の状況を御覧ください。 

 29ページは、児童保護費負担金につきまし

ての御説明でございます。 

 収入未済額欄にございます639万円余の収
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入未済が発生しております。 

これは、障害児を児童養護施設等へ入所措

置した際に伴う扶養義務者の負担金でござい

ます。 

 ３の収入未済額の状況に記載がございます

とおり、債務件数は合計1,259件でございま

すが、うち894件は分割納付中で、残りは、

生活困窮や措置自体を不服として協力が得ら

れないなどの理由によりまして、納入がなさ

れていないものでございます。 

 １枚おめくりいただきまして、30ページを

御覧ください。 

 １の歳入決算状況欄に記載がございますと

おり、こども総合療育センター負担金の項目

でございます。 

こちらにつきましては、収入未済額の欄に

記載があります14万円余の収入未済が発生し

ております。 

これは、先ほどの児童保護費負担金のもの

のこども総合療育センター版でございまし

て、３の収入未済額の状況のとおり、債務件

数は18件であり、協力が得られないなどの理

由によるものでございます。 

 29ページの児童保護費負担金、30ページの

こども総合療育センター負担金の未収金対策

につきましては、４に記載がございますとお

り、福祉総合相談所に徴収専門員を配置し、

電話や文書による催告、預金調査等を実施し

て徴収促進に努めているところでございま

す。 

 また、新たな債務発生を抑制するために、

負担金制度の仕組みについて十分説明を行う

ほか、口座振替などを勧奨させていただいて

いるところでございます。 

今後も、引き続き未収金額の縮減に努めて

まいりたいと考えております。 

 31ページをお願いいたします。 

 こちらにつきまして、１の歳入決算の状況

欄を御覧ください。 

 各種団体精算返納金でございます。 

これで49万円余の収入未済となっておりま

す。 

これは令和２年度の国庫補助金の返還金で

ございまして、３の収入未済額の状況のとお

り、債務件数は２件、うち１件は既に納付が

なされており、現在、14万円余が収入未済と

なっております。 

 返還対象となりました事業所は廃止してお

り、法人代表者の生活困窮を理由に収入未済

となっているところでございますけれども、

分割納付の申出が御本人からございまして、

分割納付の計画書を提出していただいている

ところでございます。 

当課といたしましては、計画どおりの納付

が行われますよう、進捗管理を徹底していき

たいというふうに考えております。 

 最後に、不納欠損について御説明させてい

ただきます。 

 飛びまして、35ページをお願いいたしま

す。 

 先ほど御説明いたしました児童保護費負担

金に係る不納欠損が８名分、76件、合計で、

一番下の欄でございますけれども、26万

7,000円を生じているところでございます。 

これは、債務者の生活困窮等により、再三

の督促にもかかわらず、時効が成立してしま

い、債権が消滅したものでございます。 

 障がい者支援課は以上でございます。 

 御審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

○阿南医療政策課長 医療政策課でございま

す。 

 初めに、本年度の定期監査において指摘事

項がございますので、御説明いたします。 

 お手元の資料のうち、１枚紙の監査結果指

摘事項をお願いいたします。 

 指摘事項は、交付金の収入未済について

「国への交付金請求額を誤り、収入未済が生

じている。交付金の請求手続においては、請

求額に漏れが生じないよう、組織的なチェッ
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クを徹底するなど、再発防止策を講じるこ

と。」でございます。 

 事案の概要となります。 

 国の新型コロナウイルス感染症緊急包括支

援交付金を財源とします令和２年度新型コロ

ナウイルス感染症を疑う患者受入れのための

救急・周産期・小児医療体制確保事業につき

ましては、令和２年度に国から交付決定を受

け、事業を執行しております。 

 ただし、18病院、うち精神病院は６病院ご

ざいますが、令和２年度中に事業が完了せ

ず、令和３年度へ繰越処理を行った上で、県

は、当該18病院に８億4,720万円余を補助金

として支払っております。 

 なお、この事業予算は当課で計上しており

ますが、うち精神病院分は、担当課である障

がい者支援課へ予算を令達し、障がい者支援

課において、６つの精神病院へ２億3,825万

円余を補助金として支払っております。 

 令和４年３月、交付金全体取りまとめを行

う健康福祉政策課が、国への概算払い請求額

について部内関係各課へ照会を行った際、当

課は、当課執行分のみの照会と誤認し、障が

い者支援課執行分を除く12病院分、６億895

万円のみの報告を行いました。健康福祉政策

課は、それを全体額の報告として取り扱い、

国に請求し、同額を収納いたしました。 

 令和４年６月、本事業の実績報告額を取り

まとめた際に、今般の請求漏れとして、６精

神病院分、２億3,825万円余が判明しまし

た。 

 裏面をお願いします。 

 対応状況でございます。 

 請求漏れ判明後、直ちに厚生労働省へてん

まつを報告するとともに、令和４年度中の追

加交付を要望しております。 

これに対し、厚労省は、年内をめどにとい

うことで、追加交付について検討いただいて

いるところでございます。 

追加交付をいただけるよう、引き続き要望

を継続してまいります。 

 また、請求漏れに至った原因を分析します

と、課内で会計処理自体の理解や組織的なチ

ェックが不十分だったことによります。所属

長としまして、深くおわびする次第でござい

ます。 

 請求漏れ判明後、課内で話し合い、１、国

への概算払い請求は、令達先の所属分も含

め、予算計上課が責任を持って行うルールを

徹底すること、２、事業担当班では、令達先

分を含めた予算執行管理表を作成し、国への

概算払い請求の際には、総務班は、事業担当

班から回議された額を改めて歳入歳出予算執

行表で確認する組織的なチェックを徹底する

ことなどの再発防止策を定め、関係課とも共

有し、今後同様の事例が発生しないよう、よ

り緊張感を持って適正な事務の執行に努めて

まいります。 

 次に、資料変わりまして、説明資料の72ペ

ージをお願いします。 

 令和３年度決算の状況について御説明いた

します。 

 まず、歳入について御説明いたします。 

 使用料及び手数料、国庫支出金について

は、不納欠損額、収入未済額はありません

が、73ページを飛ばしまして、74ページをお

願いします。 

 上から１段目の新型コロナウイルス感染症

緊急包括支援交付金については、予算現額と

収入済額との比較欄の53億9,892万余につい

て、冒頭に御説明しました請求漏れ分の２億

3,825万余が含まれております。 

 次に、財産収入、繰入金については、不納

欠損額、収入未済額はございません。 

 75ページをお願いします。 

 諸収入ですが、下から２番目の看護師等修

学資金貸付金償還金につきましては、379万

円余の収入未済額がございます。この詳細に

つきましては、後ほど附属資料で説明させて

いただきます。 



第２回 熊本県議会 決算特別委員会会議記録（令和４年10月７日) 

 - 40 - 

 次に、歳出について御説明いたします。 

 76ページをお願いします。 

 公衆衛生総務費について、翌年度繰越額は

8,735万余ございますが、こちらも後ほど附

属資料で御説明いたします。 

 また、不用額は１億7,774万余ございます

が、医師確保総合対策事業など、医師確保や

医療機能強化のための事業に係る所要額が当

初の見込みを下回ったことによるものでござ

います。 

 77ページお願いします。 

 予防費について、不用額が74億3,098万余

ございます。 

医療機関の設備整備や入院病床確保など、

新型コロナ関係事業の所要額が当初の見込み

を下回ったことによるものです。 

 78ページをお願いします。 

 医務費について、不用額が1,307万余ござ

いますが、へき地医療施設運営費補助などの

地域医療対策関係事業の所要額が当初見込み

を下回ったことによるものでございます。 

 次の保健師等指導管理費について、不用額

が6,158万余ございますが、看護職員確保総

合推進事業などの看護職員等の確保関係事業

の所要額が当初見込みを下回ったことによる

ものでございます。 

 次に、資料変わりまして、附属資料の18ペ

ージをお願いいたします。 

 繰越事業について御説明いたします。 

 病床機能分化・連携推進事業の３つの事業

を繰り越しております。 

事業内容としましては、地域医療構想に基

づき、病床の再編に取り組んでいる天草市の

３つの公立病院における施設設備整備への助

成となります。 

 これら３病院では、昨年度から事業に着手

しておりましたが、必要な資材、例えば給湯

器などの調達が新型コロナの影響で遅れたこ

とにより、年度内の完了ができなかったもの

でございます。 

 現在の進捗状況につきましては、新和病

院、河浦病院の事業を完了しております。栖

本病院は、10月までに事業完了予定でござい

ます。 

 次に、収入未済について御説明いたしま

す。 

 32ページをお願いいたします。 

 １の歳入決算の状況ですが、看護師等修学

資金貸付金償還金の収入未済額は379万円余

ございます。 

この貸付金は、看護学校を卒業後、県内の

病院や診療所等において、３年または５年間

継続して看護業務に従事した場合は、返還が

免除されます。ただし、看護師等免許が取得

できなかった場合や、看護業務に従事したも

のの、３年または５年の義務年限中に対象医

療機関を退職した場合などについては、貸付

金の返還義務が生じるものでございます。 

 ３の収入未済額の状況ですが、令和３年度

末時点で滞納者は９名でして、返還義務が生

じたものの、経済的な状況等により返還が滞

った方となっております。 

 ４の未収金対策でございますが、１の新た

な未収金を発生させない取組として、(1)、

(2)では、貸与者には貸付申請時から本事業

の趣旨やルールの意識づけを徹底し、(3)で

は、返還義務が生じた方で返還の納期限が過

ぎた場合には、直ちに当課から早期履行を求

める連絡を行うことを徹底しております。 

 こうした効果もあり、令和３年度に新たな

未納者は発生しておりません。 

 次の２の過年度からの滞納者対策としまし

て、令和３年度当初は11名いましたが、定期

的に電話をかけたり自宅などの訪問により、

現在の収入状況等を聴取した上で、分割によ

り納入可能な額を協議し、返済計画の見直し

等を行っております。 

 こうした取組の結果、昨年度は２名の方が

完納いただきました。 

 引き続き、新たな未収金の発生防止と滞納
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の累積防止に努めてまいります。 

 医療政策課は以上です。 

 御審議のほどよろしくお願いします。 

 

○池永国保・高齢者医療課長 国保・高齢者

医療課でございます。 

 令和３年度の決算について説明させていた

だきます。 

 説明資料にお戻りいただきまして、79ペー

ジをお願いいたします。 

 まず、一般会計の歳入についてですが、財

産収入、繰入金、諸収入について、いずれも

不納欠損額、収入未済額はございません。 

 ページをめくっていただいて、80ページを

お願いいたします。 

 一般会計の歳出について、主なものを御説

明いたします。 

 下段の国民健康保険事業特別会計繰出金に

つきまして、不用額4,347万円余が生じてお

ります。 

これは、県の法定負担金でございます市町

村への保険給付費の実績額が見込額を下回っ

たためでございます。 

 次に、81ページをお願いいたします。 

 国民健康保険事業特別会計でございます。 

 歳入につきまして、いずれも不納欠損額、

収入未済額はございません。 

 主なものを御説明いたします。 

 中段の国庫支出金、療養給付費等負担金に

つきまして、予算現額と収入済額との差が24

億6,437万円の増となっております。 

これは、国の概算交付金の増額によるもの

でございます。 

 ページをめくっていただいて、82ページを

お願いいたします。 

 上段の調整交付金につきまして、予算現額

と収入済額との差が３億3,189万円余の増と

なっております。 

これは、普通調整交付金の配分増によるも

のでございます。 

 下段の一般会計繰入金につきまして、予算

現額と収入済額との差が4,347万円余の減と

なっております。 

これは、先ほど申し上げました80ページの

一般会計から特別会計への繰出金と同じもの

でございます。 

 次に、83ページをお願いいたします。 

 下段の繰越金につきまして、予算現額と収

入済額との差が28億4,521万円の増となって

おります。 

これは、先ほど申し上げました療養給付費

等負担金について、国の概算交付額が見込み

を上回ったことに伴い、繰越金も増額してお

ります。 

 ページをめくっていただいて、84ページを

お願いいたします。 

 国民健康保険事業特別会計の歳出でござい

ます。 

 国民健康保険運営費につきまして、不用額

９億4,824万円余が生じております。 

これは、予算を計上する際に見込んだ医療

費よりも実際の医療費が下回ったことから、

医療費に連動します国保保険給付費等につい

て、実績額が見込みを下回ったためでござい

ます。 

 医療費を見込むのはかなり難しい作業です

が、今後とも、より的確な見込みに努めてま

いりたいと考えております。 

 翌年度明許繰越し等はございません。 

 国保高齢者医療課は以上でございます。 

 御審議のほどよろしくお願い申し上げま

す。 

 

○岡健康づくり推進課長 健康づくり推進課

でございます。 

 令和３年度の健康づくり推進課の決算につ

いて御説明いたします。 

 まず、一般会計の歳入につきまして御説明

いたします。 

 説明資料の85ページをお願いいたします。 
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 使用料及び手数料、国庫支出金、そして、

おめくりいただきまして、86ページの諸収入

がございますが、これらは、いずれも不納欠

損額、収入未済額はありません。 

 次に、一般会計の歳出でございます。88ペ

ージをお願いいたします。 

 衛生費でございます。 

 公衆衛生総務費の主な事業は、備考欄に記

載しているとおりでございます。 

 不用額に７億8,211万円が生じております

が、そのうち、主なものは、指定難病医療費

や原爆被爆者に対する手当の支給額が見込み

を下回ったことによる執行残、そして、軽症

者等療養支援体制整備事業の新型コロナの療

養施設運営に係る経費額が見込みを下回った

ことによる執行残でございます。 

 続きまして、89ページの下段をお願いいた

します。 

 国民健康保険事業特別会計繰出金でござい

ます。 

これは、特定健診等や糖尿病に関する事業

で、不用額に172万円余が生じております

が、これは糖尿病対策事業に関わるもので、

新型コロナの影響で保健所関連の事業の中止

による執行残でございます。 

 次に、90ページをお願いいたします。 

 国民健康保険事業特別会計について御説明

いたします。 

 歳入につきましては、国庫支出金、繰入

金、繰越金がございますが、これらは、いず

れも不納欠損額、収入未済額はありません。 

 次に、歳出でございます。 

 91ページをお願いいたします。 

 公衆衛生総務費でございます。 

 これは、国保ヘルスアップ支援事業に係る

もので、不用額に1,539万円余が生じており

ますが、事業に係る報償費や委託料の執行残

でございます。 

 健康づくり推進課は以上でございます。 

 御審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

○樋口薬務衛生課長 薬務衛生課でございま

す。 

 説明資料の92ページをお願いいたします。 

 一般会計の歳入について御説明いたしま

す。 

 説明資料92ページの使用料及び手数料、92

ページから93ページにかけまして国庫支出金

及び諸収入、いずれも不納欠損額、収入未済

額はございません。 

 めくっていただきまして、94ページをお願

いいたします。 

 歳出について、主なものを御説明いたしま

す。 

 上段の公衆衛生総務費につきまして、１億

5,438万円余の不用額が生じております。 

これは、新型コロナウイルス感染症に伴い

ます軽症者等宿泊療養事業の借り上げ実績が

見込みを下回ったことによるものでございま

す。 

 次に、95ページをお願いいたします。 

 下段の薬務費につきまして、787万円余の

不用額が生じております。 

これは、主に薬価等基準調査費、医薬品検

査及び一斉取締り費の実績額が見込みを下回

ったことによるものでございます。 

 薬務衛生課は以上でございます。 

 御審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

○山口裕委員長 以上で健康福祉部の説明が

終わりました。 

 それでは、質疑を受けたいと思います。 

 質疑はありませんか。 

 

○前川收委員 まず最初に、監査の指摘事項

の部分について、請求を怠ったというんです

かね、２億3,800万円分が請求漏れというこ

とになったということであります。 

 最近、よく誤納付とか誤請求、いわゆる入

れる必要がないところに入れたりとか、入れ
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なきゃならないところに入れなかったりとか

という公的な機関の中でそういう話があっ

て、受け取った先が返さないとか、もしく

は、そういう刑事事件にまで発展しているよ

うな役所と絡みの話がよくあります。 

 コロナで大変忙しい中で大変だったという

ふうには思いますが、相手が国であるから、

この誤請求分を、請求しなかった分を改めて

見てあげるだろうという予測の中にあるわけ

でありますが、もしこれが民間だったら、請

求していないのに何で払わないかんかという

話になる可能性がとても高いというふうに思

っておりますので、ぜひこういうことが今後

ないように、これは当課だけではなくて、健

康福祉部だけでもないと思います。医療政策

課だけの話じゃなくて、全体的に、忙しいと

ころはよく分かりますが、ダブルチェックを

しっかりとやっていけば、多分防げることだ

っただろうというふうに思いますので、ぜひ

その点について、今後そういうことがないよ

うにしっかりとした対策を、反省だけじゃ駄

目なんで対策を打っていただきたいというふ

うに思っておりますが、部長、いかがです

か。 

 

○沼川健康福祉部長 もうおっしゃるとおり

でございます。今までも、このコロナ禍前に

も、これは忙しさだけにかまけてこういうこ

とが起こったというんじゃなくて、おっしゃ

るように、チェックがどうしてもやっぱり、

忙しくなると二重チェックをすべきところが

おろそかになる、こういうことがもう間々あ

って、そういった中で、今回特に額が大き

い、また、実質的に国からこの分を交付いた

だけるかもまだ決まってもいないということ

で、肝に銘じまして、発覚した時点から、今

回コロナで、毎回補正とか専決でも予算を組

ませていただいていますが、この医療に限ら

ず、部内も、それから県庁全体でこういった

ことがないように徹底していきたいと思って

おります。 

 このたびは誠に申し訳ございませんでし

た。 

 

○前川收委員 よろしくお願いします。 

 委員長、いいですか。 

 それでは、具体的な内容について少し質問

させていただきたいと思います。 

 各課にわたっていますが、具体例がないと

話がしにくいので、とりあえず、20ページの

健康危機管理課、一般会計歳出に関する調べ

の中で、例えば、予防費において68億1,800

万円余の不用額が発生しております。 

 この課に限らずですけれども、ずっと見て

いると、これは毎年なのかどうなのか、私は

久しぶりに決算委員会に入ったのでよく分か

らないのですが、かなり多額の不用が生まれ

ているなということを、この決算書を見れば

私だけじゃなくて感じているんだろうと思い

ます。 

 おっしゃった理由の中にはコロナという部

分があって、コロナで予算は要るのに、コロ

ナ以外の事業においては、なかなか病院に行

かないとか、行きづらくなっているとか、そ

ういう理由もあるのかなというふうには思い

ますが、そもそも需要見込みをきちっと立て

ることは、健康の話ですから、なかなか厳し

いという部分があることはよく分かります

が、その全体的な原因、不用額が大きかった

原因について教えていただければというふう

に思います。 

 それと同時に、今度は、繰越しがやっぱり

増えておりまして、繰り越すこと自体は、私

はそんなに悪いことではないと思っていま

す。 

 ただ、理由が幾つかあって、補正予算で、

２月補正で、すぐその年度中にその事業を消

化しろというのはもう不可能ですから、これ

は正当な、正当な繰越しというとおかしいけ

れども、正当なものだというふうに思ってい
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ます。 

 ただ、同時に、コロナによって資材とか人

材の確保で不測の日程がという理由もたくさ

んありますし、需要の高まりによる資機材の

入手に不測の日数が要したということもあり

ます。 

 これは去年もそうだったと思いますけれど

も、世界全体の経済そのものが、なかなか不

透明になってきた。今はもっと不透明という

ふうに思っていますけれども、いろんな、例

えば車を１台買うにしても何年も待たなきゃ

ならないとか、そういう情報が我々、ちまた

にあふれているわけですね。そういうとき

に、様々な事業をやろうとする中で、会計年

度できちっと縛りながらやっていけるのかな

というのは、とても不安に思っているところ

であります。 

 そこででありますが、仮に今御報告いただ

いた分は、ほとんどが一回繰り越して年度内

消化ということで、１件だけ事故繰りがあっ

たみたいですけれども、この後、事故繰りが

相当増えるんじゃないかなと。つまり、経済

状況、コロナですね、国際情勢、そういった

ものからすれば、いわゆる資材がないという

状況が生まれてくる。あわせて、資材が高騰

しているということ。このことも考えれば、

なかなか受けても資材がなくて、さあ資材が

入るぞというたときには、契約金額の倍ぐら

いの値段にもう上がってて、どうしようもな

いとか、非常に現実的な話として、そういう

ことがあり得るというふうに思いますけれど

も、その対策をどうなさるのかがもう１点。 

 そして最後に、もう１つ、49ページ、民生

災害復旧費、支出済額と不用額、予算現額か

ら比べると、もう大量のというか、これはも

う何もできなかったのかなというような不用

が生じております。4,900万円支出で、予算

は５億3,400万ということで、大量のこれは

見込み不足なのか何なのかよく、実績額を下

回ったということですから、災害復旧、これ

をちょっと理由だけ教えてください。 

 もう１つ、最後に、不納欠損をなさってい

らっしゃいます。これはもう仕方ないと思っ

ています。何年かたって、どうしても払えな

い、ただ、その基準、欠損に持っていく基準

というのをちょっと教えてもらえればという

ふうに思います。 

 各課において事業別で見れば、例えば、別

冊34ページ、子ども家庭福祉課でいけば、不

納欠損で平成20年から28年までの額を625

件、319万3,000円を不納欠損処分されていま

す。 

 次の下のページで見ると、障がい者支援課

においては、23年から28年の76件を26万

7,000円かな、を不納欠損なさっていらっし

ゃるけれども、どうすれば不納欠損するの

か。例えば何年たったら不納欠損ですとか、

債権者がいなくなった、いなくなったという

のはお亡くなりになったとか、その後誰もい

ないとか、そういうことがあると思いますの

で、その理由を教えてください。 

 

○井藤健康福祉政策課長 健康福祉政策課で

ございます。 

 まず、最初に御質問いただきました不用額

の関係でございます。 

 健康福祉部の不用額でございますけれど

も、こういったコロナの状況がない通常の年

度ですと、大体歳出予算額に対して３％程度

で不用額が推移しているというような状況で

ございます。 

 令和３年度につきましては、それが5.6％

ということで上昇しているという状況にござ

います。その要因でございますけれども、先

ほどから新型コロナというふうな話がござい

ましたが、この感染状況の見極めがなかなか

難しいというような状況がある中で、いつ、

何が起きても対応できるような、そういった

万全の体制を取っていかないといけないとい

うふうな状況がございまして、待ち受け的な
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部分もちょっとありましたけれども、予算に

ついてはきちんと対応していく必要があると

いうことで、結果として5.6％の不用額が生

じたというふうな状況でございます。それが

まず１点目でございます。 

 それから、２点目の繰越しでございます。 

 繰越しの主な内容でございますけれども、

先ほど委員のほうから御指摘ございました国

の補正予算ということで、実質的には２月補

正で計上して、16か月予算みたいな形で執行

するということで、繰越しが自動的に生じて

しまうというようなところもございます。 

 ただ一方では、先ほどの資材の高騰という

中で、もう１つ、資材がなかなか不足してい

ると。特に多かったのが、半導体が割と設備

関係では必要になってくると。その半導体不

足というのも、今回その繰越しの主な要因と

して実は大きく関わっているという部分がご

ざいます。将来的にその資材が高騰すると

か、そういったなかなか将来予測は非常に難

しい部分ありますけれども、それをなるべく

そのアンテナを高くして、その辺の今後の状

況あたりについてはしっかりと見極めなが

ら、今後の予算措置、もしくはその繰越しの

対応に反映していきたいというふうに思って

おります。 

 健康福祉政策課からは以上でございます。 

 

○木村子ども未来課長 子ども未来課でござ

います。 

 49ページの民生災害復旧費についての御質

問についてお答えいたします。 

 この民生災害復旧費につきましては、令和

２年７月豪雨に係る児童福祉施設等災害復旧

費補助金でございまして、実は、この4,993

万6,000円分といいますのが、保育所３施設

と認定こども園３施設、合計６施設分でござ

います。残り、不用となりました５億3,400

万円分につきましては、移転を伴う３つの保

育園がございまして、この保育園の分につき

ましては、令和３年度以降に国の災害査定が

行われることとなりましたために、不用額と

一旦させていただきました。 

 今年度当初で予算化をさせていただいてお

りまして、３園とも既に園の復旧ができてお

ります。 

 以上でございます。 

 

○岩村子ども家庭福祉課長 子ども家庭福祉

課でございます。 

 不納欠損につきまして御説明を申し上げま

す。 

 34ページと35ページの児童保護費負担金に

つきましては、児童養護施設等への入所措置

ですとか、里親さんへの子供さんの委託、こ

ういった場合に、その養育に係る費用につき

まして、扶養義務者でいらっしゃる保護者の

方に一部負担金を負担していただく制度でご

ざいます。 

 不納欠損をしております平成20年度から28

年度、各年度ございますが、これは消滅時効

が５年でございまして、債務承認、もしくは

納付等の最後の債務承認、納付から５年間を

経過してしまいますと時効が成立してしまい

ますので、その時効が成立したものについて

は、債権が消滅したということで不納欠損を

させていただいております。 

 平成20年度のこの１件につきましては、も

う５年はとうに過ぎているんですけれども、

これまでの間に、催告ですとか、催促ですと

か、そういったところで債務承認をしてもら

ったり、分納の納付をしていただいたりした

期間がございましたので、今回、５年を経過

したというところでの不納欠損となっており

ます。 

 以上でございます。 

 

○山口裕委員長 大体全部でしょうか。 

 

○前川收委員 不用額についてはよく分かり
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ました。待ち受け予算的なもので、多めに組

まざるを得ないということについては理解が

できますので、それは了解をいたしました。 

 次の繰越しについては、ぜひ考えていてい

ただきたいのは、多分去年よりも今年のほう

がもっと、いわゆる資材というのが入ってこ

ないし、多分契約時の金額よりもかなり高騰

しているんじゃないかなというふうに思って

います。 

 その際、要は契約金額をしっかり変更する

と。契約変更という対応ができるのかどうな

のか、してもらわないとできないとは思いま

すけれども、その辺はやっぱり細かく対応し

ていただきたいというふうに思っています。

社会全体がそうなっているわけですから、も

ともと幾らで見積もったやつがもう倍ぐらい

になっているとか、そういうことはもう現実

に世の中にある話でありますので、契約時の

値段にこだわったら誰も受けなくなってしま

うという状況になると思いますので、ぜひお

願いをしたいと思います。 

 それから、災害の中で、もう今年度発注さ

れたということでよく分かりました。不用が

大きかったので、何でかなというふうに思っ

ただけです。 

 それと、不納欠損については、５年間とい

うのは、私は何か請求書を出し続ければずっ

と継続するやに、これは本当かうそか知らな

いけれども、我々の民間の企業では、なかな

か払ってくれないときには、毎年ちゃんと請

求書は出しなさいよという話を聞いてて、そ

れを出し続けていれば、なかなか欠損処理は

しなくていいというお話を聞いていますが、

どの分野においても５年間で、その５年間と

いうのは別に請求書を出してても、反応がな

ければもう５年間なんですかね。そこをもう

一回お願いします。 

 

○岩村子ども家庭福祉課長 子ども家庭福祉

課でございます。 

 消滅時効５年間といいますのは、この児童

保護費負担金のことでございますけれども、

催促、それから納付書等は送り続けておりま

すけれども、所在不明等で戻ってきたりとい

うことで全く連絡が取れないですとか、やは

り一切納付がないですとか、そういった場合

には、やはり時効が進行してしまいますの

で、５年間経過した後には、不納欠損をさせ

ていただくというような手続を取っておりま

す。 

 

○前川收委員 ほかの課の、これは児童福祉

法に基づくやつなのかなと思いますが、ほか

のやつも大体――誰か分かっている人いらっ

しゃいますか。そこを教えてください、ざく

っと。 

 

○原田社会福祉課長 社会福祉課でございま

す。 

 社会福祉課関係ですと、この別冊附属資料

の33ページになりますが、こちらが同様に、

時効につきましては５年間でございます。こ

の５年間の考え方は、先ほどの説明と同じで

ございまして、行方不明になられるとかで、

なかなか連絡も取れないというふうな状況に

なったような際に、そこから５年間、全く支

払いが発生しない場合には、もう時効という

ことに取り扱っております。 

 以上でございます。 

 

○前川收委員 大丈夫、分かりました。 

 

○山口裕委員長 それでは、ほかにありませ

んか。 

 

○藤川隆夫委員 21ページの食品衛生指導費

の中の不用額に関してなんですけれども、こ

の中に獣医師の修学資金の話が予定より下回

ったからという話があっております。 

 もとより、この熊本県における獣医師の方
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々の数が足りていないというのは承知してお

ります。そういう中でこの修学資金、貸与条

件というのは、恐らく他県と横並びなのかど

うなのかなというのがまず１点、ちょっと教

えてください、それを。 

 

○椎場健康危機管理課長 獣医師修学資金に

つきましては、基本的には、まず、国のほう

で、農林水産省のほうで、いわゆる補助金を

出して制度構築されている部分がございま

す。こちらのほうは、対象が民間のいわゆる

畜産関係、そういったところの人材確保と、

あと、いわゆる県の農林水産部関係の人材確

保、それと、本県では、公衆衛生部門の確保

ということで、本県独自に仕組みを設けてお

ります。 

 基本的な考え方としましては、国の制度に

準じた形で対象者をしております。 

 現在、先ほど申しましたとおり、修学資金

の貸与につきましては、見込みをちょっと下

回っているというような状況でございます。

我々のほうも今、大学等にリクルートに回っ

たりとかということで、しばらくコロナ関係

で、ちょっとなかなか動きがしづらい状況が

ございましたけれども、今再開を始めまし

て、特に最近では、オンラインなんかも活用

して、大学のほうにリクルートをしたりとか

というふうなことで今進めている状況でござ

います。 

 

○藤川隆夫委員 県に来てもらうために様々

な努力をされているというのはよく分かりま

した。恐らく横並びでやっている部分もあろ

うかと思いますけれども、やはりこれは恐ら

く各自治体による引っ張り合いがもう既に起

こっていると思います。 

 そういう中で、やっぱり県独自にそれなり

のものを積み上げてやっていかないと、恐ら

く毎回予算組んでも下回ってしまうというこ

とがこれからも起きてくるというふうに思っ

ておりますので、その部分を、この熊本県に

来やすいような条件を、逆に言うと、県が独

自につくって上乗せするとか、先には、給与

の体系まで本来は見直してもらうと、そうい

うふうなことをやらない限り、この公務員の

獣医師というのはなかなか増えないというふ

うに思っています。どうしてもいてもらわな

いと、様々な部分において、やはり県にとっ

てよくないことだというふうに考えておりま

すので、それも踏まえて、今後予算化してい

く場合は考えていただければと思います。よ

ろしくお願いいたします。 

 以上です。 

 

○山口裕委員長 ほかにありませんか。 

 

○岩田智子委員 54ページ、社会福祉施設費

で、これもまた女性の一時保護管理運営など

の実績額が、ここには下回ったということで

不用額も少しありますが、何か実態として、

コロナ禍でいろいろＤＶとかがすごく増えた

というようなのありますよね。ああ、そうな

んだなと思って、たくさんやっぱり用意をさ

れて予算を取っていただいていたのかなと思

う反面、県が委託しているのはグリーンコー

プだけなんですか、ちょっとまずそこを教え

てください。一時保護所として委託をされて

いるのはグリーンコープだけなのかどうか、

ほかの民間施設なんかはないのか。 

 

○岩村子ども家庭福祉課長 子ども家庭福祉

課でございます。 

 女性の一時保護ということでございます。 

 ＤＶなどを理由に一時保護が必要な方につ

きましては、県の一時保護所で保護すること

が難しい場合は、民間のシェルターさんにお

願いすることがございます。 

 今おっしゃられました施設以外にもされて

いるところがありますので、そちらに委託す

ることはございますが、この場でどちらかと
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いうのを申し上げることはできませんので。 

 以上でございます。 

 

○岩田智子委員 分かりました。 

 いろんなところにちょっと私も支援をした

りとか、声を聞きに行ったりとかしているん

ですけれども、何かシェルターを準備して

て、やっぱりそこに人が来ますよね。それに

県とかにやっぱり申請、申請というかな、こ

ういうふうにしますというような申入れとい

うか、いろいろ書かなきゃいけない書類が物

すごく大変でというふうな話も聞いて、本

当、自腹でされてたりとか、そういうところ

もあるや否や、ちょっと聞いたので、もう少

しそういう書類関係がスムーズにいくと、こ

ういう不用額とかがなくなって、本当に使え

るところに使えるんではないかなというふう

に思っていますので、そのところもちょっと

見直していただければなと思っています。 

 それから、もう１ついいですか。 

 これは大変だと思ったのが、いつも思うん

ですけれども、これも子ども家庭福祉課です

けれども、児童養護施設、この別冊の24ペー

ジ、負担金の未納ということで、収入未済額

の状況が、非協力的な方の数が相当やっぱり

多いということで、とても御苦労されている

だろうと思います。でも、子供はやっぱりち

ゃんと保護しなければいけないので、必要な

措置だと思うし、この辺のその非協力的な方

に、例えばいろんなことをされると書いてあ

りますけれども、何か現実大変だろうなと思

っています。 

 

○岩村子ども家庭福祉課長 子ども家庭福祉

課でございます。ありがとうございます。 

 24ページの３の収入未済額の状況のところ

に書いてございます非協力的1,709というの

は、件数でございまして、これは全体では

4,075件ですが、人数にしますと149名でござ

います。 

 その内訳は、申し訳ございません、おっし

ゃるとおり、件数にしてみますと、そういう

件数になっておりますし、非協力的な扶養義

務者の方は、冒頭の説明でも申し上げました

ように、やはり児童の施設入所ですとか、里

親さんへの委託に納得をしておられないとい

う方が、ほとんどが非協力的というところに

なります。 

 先生おっしゃるとおり、児童相談所の児童

福祉士につきましては、やはり最終的には、

家族再統合というのが目的ではございますけ

れども、なかなかそれが難しいような保護者

の方もおられますが、保護者さんには随時面

接等をさせていただいて、子供さんのことを

一緒に考えていただくような働きかけはさせ

ていただいております。  

 

○岩田智子委員 ありがとうございます。 

 やっぱりこども家庭庁もできるということ

で、子供はやっぱり大事にしなきゃいけない

ということをまず一番に私たちも考えたいと

思う。本当大変なんですけれども、頑張って

ほしいと思います。よろしくお願いします。 

 以上です。 

 

○山口裕委員長 ほかにありませんか。 

 

○緒方勇二副委員長 26ページ、27ページの

ことでお尋ねをいたします。 

 ここで高齢者施設等のクラスター発生防止

対策事業とか、27ページに行きますと、老人

福祉施設費で介護基盤の緊急整備事業、簡易

陰圧装置・換気扇設備支援事業、この辺の不

用額、24億に対しての５億、そして翌年度繰

越し、これも半導体とかいろいろそれは理由

はあるんでしょうけれども、第７波のオミク

ロンなんかがエアロゾル感染が主流だ、これ

はもう本当に先読みすれば、この簡易陰圧装

置は、もうスタンダードな設備だと思うんで

すよね。これが間に合わなかったのだろうと
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は思いますが、そういうゆえに、私は、これ

がスタンダードだと思いますけれども、この

不用額が生じた理由、そして、今高齢者施設

に面会にも行けないですから、本当にこうい

う設備がしっかり施されたところが早期に出

来上がればいいなあというふうに思ってまし

た。 

 それから、水害対策の強化事業あります

ね。これ、千寿園を、本当に球磨村でありま

したけれども、これは、Ｌ２の浸水区域から

の移転事業のこともあるのかもしれないなと

思いながら説明を聞いておりましたけれど

も、こういう生じた理由、それから、もうこ

の陰圧の施設整備が今後は当たり前なんだと

いう時代を迎えたんだろうと思いますが、そ

の辺の考え方を教えていただけませんか。 

 

○下村高齢者支援課長 高齢者支援課でござ

います。 

 まず、26ページの老人福祉費で不用額が23

億生じていますけれども、このうちの一番大

きいのは、先ほども説明しましたが、令和２

年度に慰労金の支給事業を行ってまして、こ

の部分を、令和２年度に終わっているんです

が、その残りを繰り越しています、21億ぐら

い。その部分を確定残ということで、20億が

この慰労金の支給分の包括事業の分の不用額

という形になります。 

 次の27ページ、委員の御指摘にありました

老人福祉施設整備費の話なんですけれども、

不用額としては全体で５億6,000万生じてお

ります。そのうちに一番、幾つかあります

が、１つは介護基盤の緊急整備費、これで１

億3,000万円の不用額を生じていますし、こ

れ自体が、予算が13億取っていますので、そ

のうちの７億4,000万を支給しまして、１億

3,000万が不用、あと、残りの４億5,000万が

繰越しをさせていただいております。これ

は、市町村を経由して事業をやらさせていた

だいていますが、この主なものは、グループ

ホームとかその施設整備の形になります。う

ちで55件が完了して４市町村分の15件を繰り

越しているという形が環境整備分です。 

 今、特に委員お話のありました簡易陰圧装

置とか換気設備の部分ですけれども、これ

は、Ｒ３年度においては１億9,500万円の予

算を計上してまして、その中で、支出を１億

3,500万円分やっていますが、繰越しがその

うち3,400万で、不用額が2,500万という形に

なっています。これも10市町村、市町村を経

由して各施設に助成しておりますが、42件応

募があっていまして、そのうち34件完了して

います。繰り越したのが熊本市分の８件と、

内訳はそうなっております。 

 今おっしゃったように、特にコロナ禍で

は、簡易陰圧装置という簡易なものがありま

すので、そういう設備は重要になってくると

思いますので、この補助については引き続き

行っていければなと思っているところです。 

 

○緒方勇二副委員長 これ、浸水想定区域か

らの移転事業も入っているんですかね。 

 

○下村高齢者支援課長 まず、千寿園の事業

につきましては、その27ページの一番下、民

生災害復旧費というのがございますが、この

事業が対応していまして、これは、今、千寿

園が、これは３年度事業ですから、Ｒ３の４

月から仮設で営業していますけれども、仮設

のリース費用が、これは1,200万円余を計上

しております。 

 ここの水害対策というのは、今後水害対策

のために、給水設備をちょっと地下にあるの

を上に上げたりとか、そういう対策のための

費用という形になります。 

 

○緒方勇二副委員長 コロナが猛威を振るい

始めた頃、対策の一つとして、この簡易陰圧

とか換気設備、こういうことが随分打ち出さ

れて、少し安堵したような思いを、予算の説
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明のときにそういう思いいたしました。その

中でなかなかこの不用額が出るとか、これが

スタンダードだろうと思うんですね、施設整

備に当たっては。ですから、今後も引き続き

充実を、その点は図られてください。 

 それから、水害対策は今からの、地下にあ

る分を上に上げたりとかいうことだろうと思

いますが、県下に、浸水想定区域内に施設が

どれぐらいあって、移転を本当はしなければ

ならないんじゃないかとか、千寿園のとき

は、エレベーターが設置してなかったからと

か、いろいろありましたけれども、そういう

調査等がこれに含まれるのかなあと思ったも

んですから、そのお尋ねでありました。 

 

○山口裕委員長 その辺りは分かりますか。 

 

○下村高齢者支援課長 高齢者支援課です。 

 調査費を含むというのはちょっとあれです

けれども、実際にそういうふうにエレベータ

ーをつけたりとか、そのときの水害対策のお

金について補助できるという形になっていま

すので。 

 

○緒方勇二副委員長 ぜひ陰圧装置等は、な

かなか面会にも行けなくて、最終的にとうと

う亡くなられたりして、そういう事例もたく

さん聞くようになりましたし、こういう陰圧

の圧力差による感染拡大防止で、もう寝たき

りの多いところは、もうこれは軒並み振興局

からの報告がありますと、もう震撼するわけ

ですけれども、これは広がるなと、施設が。

特に千寿園なんかプレハブでしたから、あの

換気設備は、あくまでプレハブでしたから広

がるだろうなとは思いつつも、やはりそうい

う設備の重要性が増したなというふうに思い

ますので、その辺を今後は充実を図られるよ

う要望しておきます。 

 

○山口裕委員長 ほかにありませんか。 

 

○木村子ども未来課長 子ども未来課でござ

います。 

 先ほど、私、49ページの民生災害復旧費に

係るお尋ねのところで誤りがございましたの

で、訂正をさせていただきます。 

 現在、３つの保育園につきまして、既に工

事が完了しているというふうに申し上げまし

た。実は、２園につきましては工事が完了

し、既に新園舎で保育を提供しておられます

が、残る１園につきましては、年内に工事完

了の予定でございます。 

 すみません、間違えましたので訂正させて

いただきます。よろしくお願いいたします。 

 

○山口裕委員長 ほかにありませんか。 

  （「ありません」と呼ぶ者あり) 

○山口裕委員長 なければ、これで健康福祉

部の審査を終了いたします。 

 次回、第３回の委員会は、10月14日金曜日

午前10時に開会し、午前に企画振興部の審査

を行い、午後から環境生活部の審査を行うこ

ととしておりますので、よろしくお願いいた

します。 

 それでは、これをもちまして本日の委員会

を閉会します。 

 本日は御苦労さまでした。 

  午後２時54分閉会 
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